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　　  二十歳を祝う式典

 （関連記事はｐ2）

　　  二十歳を祝う式典
最高の笑顔で、二十歳の記念日！
　　　　　　　　　　　　   （関連記事はｐ2）
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お問い合わせ　学校教育課　学務係　☎936-1234（内線5211）

　今回の英国派遣では、｢中学生英語スピーチ・カンバセーションコンテスト｣で選ばれた4名に加え、学校推薦により
両中学校から選出された4名、引率教諭2名の計10名が参加しました。
　派遣団は11月14日に出発し、イギリス グロスターシャー州にあるディーンマグナスクールと交流、5泊6日のホー
ムステイを通して、自国の文化紹介はもちろん、英国の文化、本場の英語
を体験し、外から見る沖縄・日本についても学びました。
　12月12日に行われた帰国報告会では「コミュニケーション能力がつ
き、将来の選択肢が広がった」「今回の経験を活かし、北谷町に還元した
い」など、一人ひとりが学んだことや感じたことを報告しました。

お問い合わせ　社会教育課　社会体育係　☎936-1234（内線5320）

北谷町英国派遣交流事業

この事業はスポーツ振興くじ
助成を受けています

　11月3日、桑江総合運動場にて第45回北谷町民運動会が開催されました。
　子どもたちが主役となるお菓子取り競争や少年団体リレー、おじいちゃんおばあちゃんの北谷音頭やグラウンド
ゴルフリレー、職域リレーなど、さまざまな競技が行われました。
　プログラムの最後には、青年連合会によるエイサーの披露があり、会場内は大いに盛り上がりました。
　運動会終了後はお楽しみ抽選会も行われ、町内34社の事業者および団体から提供された100点以上の様々な賞
品が用意され、大盛況となりました。ご協力いただきました町内事業者の皆様、ありがとうございました。

開会式　 お菓子とり競争 グラウンドゴルフリレー 玉入れ

ミックスリレーエイサー お楽しみ抽選会

出発式

グロスター大聖堂

集会で空手を披露 DMS外観

授業の様子 チェプストー城

～子どもも大人も楽しみました～♪第45回北谷町民運動会

広報ちゃたん　2025年2月号3

　１月１２日、ちゃたんニライセンターにて令和７年北谷町二十歳を祝う式典が開催されました。
　今回の式典は２１５人が参加し、旧友との再会に心躍らせる様子や、恩師からのビデオレターを見て歓声が上がる様
子が見られ、会場は笑顔であふれていました。
　二十歳代表による答辞では北谷中学校出身 屋嘉健人さん、桑江中学校出身 儀間穂香さんがそれぞれの想いを述べ
てくれました。
　二十歳の節目を迎えた皆様の人生に大きな花が咲くことを期待しています。

　同日、北谷町商工会ホールにて「ニライの里」二十歳
を祝う会も開催され、新成人となった大城ヴィンセント
晶さん、島袋直希さんが関係者から祝福されました。

令和７年北谷町二十歳を祝う式典が開催されました！

SNSの普及により、情報が溢
れる複雑な社会の壁を、長年
一緒に過ごし助け合ってきた
友人と乗り越え続けていきた
いです。

北谷中学校区代表　答辞者
屋嘉　健人

私たちが生まれ育った美しい
自然と異国情緒溢れる町を、
さらに盛り上げ還元していく、
それが私たちの使命だと思っ
ています。

桑江中学校区代表　答辞者
儀間　穂香

二十歳を迎えた皆さん、おめでとうございます！
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障害者基本法に基づき、障がいの
ある人に関わる施策を総合的、体
系的に示した中長期の計画（６年
ごとに策定）

⑴　計画の目標像と基本目標
　障害の有無にかかわらず、お互いに支え合うことで、誰もが誇りと尊厳を持って共にくらせる地域社会の実現
を目指し、次のとおり目標像と基本目標を掲げました。

国の指針や北谷町の実情等を勘案し、成果目標とサービスの見込量を定めました。

⑵　重点施策
　アンケート調査で重要度が高かったものや、基本目標の達成に向けて先導的な
役割を果たす個別施策を重点施策として定めました。

障害者総合支援法に基づき、障害
福祉サービスの目標値や見込量な
どについて示した短期計画（３年
ごとに策定）

児童福祉法に基づき、障がい児福
祉サービスの目標値や見込量など
について示した短期計画（３年ご
とに策定）

北谷町障害福祉施策に関する３つの計画を策定しました

お問い合わせ　福祉課　障害福祉係  ☎936-1234（内線2120）

１．計画の概要
　　北谷町では、次の３つの計画を新たに策定しました。

２．計画策定の主な経緯

３．第５次北谷町障がい者計画

４．第７期北谷町障害福祉計画・第３期北谷町障がい児福祉計画

今回策定しました３つの計画は、次の点を踏まえて推進していきます。
５．計画の推進方策

第５次北谷町障がい者計画

令和５年９月20日～10月31日
令和６年４月５日
令和６年５月22日
令和６年７月５日
令和６年８月１日
令和６年９月19日～10月18日
令和６年11月８日

アンケート調査の実施
第１回北谷町障がい者計画審議会
第２回北谷町障がい者計画審議会
第１回北谷町地域自立支援推進協議会
第３回北谷町障がい者計画審議会
町民意見（パブリックコメント）の募集
町長への答申

第７期北谷町障害福祉計画 第３期北谷町障がい児福祉計画

計画の目標像 障がいのある人もない人も地域とともに、いきいきと暮らせるまち・北谷
基本目標１ ともに支え合い安全・安心に暮らせる共生社会の実現
基本目標2 保健・医療・福祉サービスの充実
基本目標3 自分らしく活躍できる社会参加の促進

※各計画の詳細については右記の２次元コードからご確認ください。➡

重点施策１　　住環境の改善に関する支援の推進
重点施策２　　個別避難計画作成の促進
重点施策３　　相談支援体制の充実
重点施策４　　障害福祉サービス事業所等に対する運営支援の検討
重点施策５　　児童発達支援センターの整備推進
重点施策６　　一般就労移行・定着促進

⑴　庁内計画推進体制の整備 ⑶　人材・サービス基盤の確保推進
⑵　地域及び関係機関等との連携強化 ⑷　計画の点検・評価（PDCAサイクル）

審議会副会長の金城宏徳氏から
渡久地町長へ答申書の手交

広報ちゃたん　2025年2月号5

お問い合わせ　保健衛生課　国民健康保険係　☎936-1234（内線2410）

広報ちゃたん　2025年2月号 4

　北谷町の国民健康保険特別会計は、支出に対する収入が不足し、その不足分を一般会計（主に税金収入）から補填
しています（一般会計からの赤字補填）。これは、国保以外の健康保険加入者からすると、自身の保険料負担（会社
勤めの場合は給与から天引き）に加えて国保の保険税を間接的に負担していることになります。
　また、現在、国は令和１５年度を目標に都道府県単位での保険税率統一を目指すとし、沖縄県においても国の方針
等を踏まえ、負担の公平性の観点から県内どの市町村に住んでいても国保税額が同じになるよう、保険税率の統一を
目指して取り組んでいます。
　北谷町においても、赤字を解消するため、また、将来的な保険税率統一に向けた税率見直しが必要となっています。

　統一後の保険税率の目安となるのが、
沖縄県が市町村ごとに設定する「標準保
険料（税）率」となりますが、現在の北
谷町の保険税率は標準保険料（税）率と
開きがあります。

　将来的に税率が統一された際に国保加入者に急激な負担が生じないよう、数年かけて段階的な見直しを検討してい
きます。

見直しの背景

標準保険料（税）率

お問い合わせ　子ども家庭課 子育て支援係　☎936-1234（内線2311）

　11月20日、ヤングケアラー支援に関連する福祉・教育・医療機関等の関係職員や地域関係者を対象に、ヤングケ
アラーについて正しく理解し、早期把握や適切な支援につなげるための研修会を開催しました。
　講義に加え、異職種間での事例に
沿ったグループワークを行い、顔合
わせやそれぞれの役割を知ること
で、関係機関の横の連携も深めなが
ら実りある研修となりました。今後
も、ヤングケアラー支援についての
普及・啓発や、支援策の充実に向け
て、取り組んでまいります。

「ヤングケアラー支援研修会を開催しました」

国民健康保険（国保）税率の見直しについて

北谷町税率
（R6年度）

標準保険税率
（R6年度） 差

所得割
（世帯の所得）

均等割
（１人当たり）

平等割
（１世帯当たり）

10.76％

40,700円

34,000円

12.97％

57,238円

37,398円

2.21％低い

16,538円低い

3,398円低い
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障害者総合支援法に基づき、障害
福祉サービスの目標値や見込量な
どについて示した短期計画（３年
ごとに策定）

児童福祉法に基づき、障がい児福
祉サービスの目標値や見込量など
について示した短期計画（３年ご
とに策定）

お問い合わせ　福祉課　障害福祉係  ☎936-1234（内線2120）

１．計画の概要
　　北谷町では、次の３つの計画を新たに策定しました。

２．計画策定の主な経緯

３．第５次北谷町障がい者計画

４．第７期北谷町障害福祉計画・第３期北谷町障がい児福祉計画

第５次北谷町障がい者計画

令和５年９月20日～10月31日
令和６年４月５日
令和６年５月22日
令和６年７月５日
令和６年８月１日
令和６年９月19日～10月18日
令和６年11月８日

アンケート調査の実施
第１回北谷町障がい者計画審議会
第２回北谷町障がい者計画審議会
第１回北谷町地域自立支援推進協議会
第３回北谷町障がい者計画審議会
町民意見（パブリックコメント）の募集
町長への答申

第７期北谷町障害福祉計画 第３期北谷町障がい児福祉計画

計画の目標像 障がいのある人もない人も地域とともに、いきいきと暮らせるまち・北谷
基本目標１ ともに支え合い安全・安心に暮らせる共生社会の実現
基本目標2 保健・医療・福祉サービスの充実
基本目標3 自分らしく活躍できる社会参加の促進

※各計画の詳細については
右記の２次元コードから

ご確認ください。➡

重点施策１　　住環境の改善に関する支援の推進
重点施策２　　個別避難計画作成の促進
重点施策３　　相談支援体制の充実
重点施策４　　障害福祉サービス事業所等に対する運営支援の検討
重点施策５　　児童発達支援センターの整備推進
重点施策６　　一般就労移行・定着促進

審議会副会長の金城宏徳氏から
渡久地町長へ答申書の手交

北谷町障害福祉施策に関する３つの計画を策定しました
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お問い合わせ　保健衛生課　国民健康保険係　☎936-1234（内線2410）

広報ちゃたん　2025年2月号 4

　北谷町の国民健康保険特別会計は、支出に対する収入が不足し、その不足分を一般会計（主に税金収入）から補填
しています（一般会計からの赤字補填）。これは、国保以外の健康保険加入者からすると、自身の保険料負担（会社
勤めの場合は給与から天引き）に加えて国保の保険税を間接的に負担していることになります。
　また、現在、国は令和１５年度を目標に都道府県単位での保険税率統一を目指すとし、沖縄県においても国の方針
等を踏まえ、負担の公平性の観点から県内どの市町村に住んでいても国保税額が同じになるよう、保険税率の統一を
目指して取り組んでいます。
　北谷町においても、赤字を解消するため、また、将来的な保険税率統一に向けた税率見直しが必要となっています。

　統一後の保険税率の目安となるのが、
沖縄県が市町村ごとに設定する「標準保
険料（税）率」となりますが、現在の北
谷町の保険税率は標準保険料（税）率と
開きがあります。

　将来的に税率が統一された際に国保加入者に急激な負担が生じないよう、数年かけて段階的な見直しを検討してい
きます。

見直しの背景

標準保険料（税）率

お問い合わせ　子ども家庭課 子育て支援係　☎936-1234（内線2311）

　11月20日、ヤングケアラー支援に関連する福祉・教育・医療機関等の関係職員や地域関係者を対象に、ヤングケ
アラーについて正しく理解し、早期把握や適切な支援につなげるための研修会を開催しました。
　講義に加え、異職種間での事例に
沿ったグループワークを行い、顔合
わせやそれぞれの役割を知ること
で、関係機関の横の連携も深めなが
ら実りある研修となりました。今後
も、ヤングケアラー支援についての
普及・啓発や、支援策の充実に向け
て、取り組んでまいります。

「ヤングケアラー支援研修会を開催しました」

国民健康保険（国保）税率の見直しについて

北谷町税率
（R6年度）

標準保険税率
（R6年度） 差

所得割
（世帯の所得）

均等割
（１人当たり）

平等割
（１世帯当たり）

10.76％

40,700円

34,000円

12.97％

57,238円

37,398円

2.21％低い

16,538円低い

3,398円低い
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ある人に関わる施策を総合的、体
系的に示した中長期の計画（６年
ごとに策定）

⑴　計画の目標像と基本目標
　障害の有無にかかわらず、お互いに支え合うことで、誰もが誇りと尊厳を持って共にくらせる地域社会の実現
を目指し、次のとおり目標像と基本目標を掲げました。

国の指針や北谷町の実情等を勘案し、成果目標とサービスの見込量
を定めました。

⑵　重点施策
　アンケート調査で重要度が高かったものや、基本目標の達成に向けて先導的な
役割を果たす個別施策を重点施策として定めました。

障害者総合支援法に基づき、障害
福祉サービスの目標値や見込量な
どについて示した短期計画（３年
ごとに策定）

児童福祉法に基づき、障がい児福
祉サービスの目標値や見込量など
について示した短期計画（３年ご
とに策定）

お問い合わせ　福祉課　障害福祉係  ☎936-1234（内線2120）

１．計画の概要
　　北谷町では、次の３つの計画を新たに策定しました。

２．計画策定の主な経緯

３．第５次北谷町障がい者計画

４．第７期北谷町障害福祉計画・第３期北谷町障がい児福祉計画

第５次北谷町障がい者計画

令和５年９月20日～10月31日
令和６年４月５日
令和６年５月22日
令和６年７月５日
令和６年８月１日
令和６年９月19日～10月18日
令和６年11月８日

アンケート調査の実施
第１回北谷町障がい者計画審議会
第２回北谷町障がい者計画審議会
第１回北谷町地域自立支援推進協議会
第３回北谷町障がい者計画審議会
町民意見（パブリックコメント）の募集
町長への答申

第７期北谷町障害福祉計画 第３期北谷町障がい児福祉計画

計画の目標像 障がいのある人もない人も地域とともに、いきいきと暮らせるまち・北谷
基本目標１ ともに支え合い安全・安心に暮らせる共生社会の実現
基本目標2 保健・医療・福祉サービスの充実
基本目標3 自分らしく活躍できる社会参加の促進

※各計画の詳細については
右記の２次元コードから

ご確認ください。➡

重点施策１　　住環境の改善に関する支援の推進
重点施策２　　個別避難計画作成の促進
重点施策３　　相談支援体制の充実
重点施策４　　障害福祉サービス事業所等に対する運営支援の検討
重点施策５　　児童発達支援センターの整備推進
重点施策６　　一般就労移行・定着促進

審議会副会長の金城宏徳氏から
渡久地町長へ答申書の手交

北谷町障害福祉施策に関する３つの計画を策定しました

広報ちゃたん　2025年2月号5

お問い合わせ　保健衛生課　国民健康保険係　☎936-1234（内線2410）

広報ちゃたん　2025年2月号 4

　北谷町の国民健康保険特別会計は、支出に対する収入が不足し、その不足分を一般会計（主に税金収入）から補填
しています（一般会計からの赤字補填）。これは、国保以外の健康保険加入者からすると、自身の保険料負担（会社
勤めの場合は給与から天引き）に加えて国保の保険税を間接的に負担していることになります。
　また、現在、国は令和１５年度を目標に都道府県単位での保険税率統一を目指すとし、沖縄県においても国の方針
等を踏まえ、負担の公平性の観点から県内どの市町村に住んでいても国保税額が同じになるよう、保険税率の統一を
目指して取り組んでいます。
　北谷町においても、赤字を解消するため、また、将来的な保険税率統一に向けた税率見直しが必要となっています。

　統一後の保険税率の目安となるのが、
沖縄県が市町村ごとに設定する「標準保
険料（税）率」となりますが、現在の北
谷町の保険税率は標準保険料（税）率と
開きがあります。

　将来的に税率が統一された際に国保加入者に急激な負担が生じないよう、数年かけて段階的な見直しを検討してい
きます。

見直しの背景

標準保険料（税）率

お問い合わせ　子ども家庭課 子育て支援係　☎936-1234（内線2311）

　11月20日、ヤングケアラー支援に関連する福祉・教育・医療機関等の関係職員や地域関係者を対象に、ヤングケ
アラーについて正しく理解し、早期把握や適切な支援につなげるための研修会を開催しました。
　講義に加え、異職種間での事例に
沿ったグループワークを行い、顔合
わせやそれぞれの役割を知ること
で、関係機関の横の連携も深めなが
ら実りある研修となりました。今後
も、ヤングケアラー支援についての
普及・啓発や、支援策の充実に向け
て、取り組んでまいります。

「ヤングケアラー支援研修会を開催しました」
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※がん検診は40歳以上が対象です。（ただし、肺がん検診（喀痰検査）は50歳以上で該当者のみ、胃がん検診（胃カメラ検査）
は50歳以上で年度末年齢が偶数年齢の方のみが対象です。）対象かどうかや自己負担額等は受診券をご確認ください。

歯周疾患検診の受診券有効期限は、2月28日までです。40・50・60歳の方の次回検診は10年後です。
70歳の方は、今回限りとなっておりますので、ぜひ受診ください。

お問い合わせ　保健衛生課　健康係（北谷町保健相談センター）　☎936-4336

～個別健（検）診のご案内～

所在地 基本
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バリウム
胃がん
胃カメラ (※) 胸部レントゲン

大腸がん
肺がん

喀痰（※) お申込み

お申込み

☎936-8290
☎926-1313
☎936-1111
☎930-3020
☎939-5477
☎937-2054
☎938-6160
☎0570-001-789
☎0570-010-986

☎936-8290
☎936-6789
☎939-5477
☎0570-098-033
☎0570-010-986

中部地区医師会検診センター
たまきクリニック
こばし内科クリニック
翔南病院
ちばなクリニック
潮平病院
中部協同病院
中部徳洲会病院
浦添総合病院健診センター

医療機関名

所在地 医療機関名 子宮頸がん 乳がん（マンモグラフィ※）

北谷町

中部地区医師会検診センター
やびく産婦人科・小児科
ちばなクリニック
中部徳洲会病院
浦添総合病院健診センター

北谷町

沖縄市
北中城村
浦添市

沖縄市

北中城村
浦添市

お問い合わせ　保健衛生課　健康係 （北谷町保健相談センター）  ☎936-4336

　北谷町食育推進計画の基本施策1「次世代における
食育の推進」について掲載します。
　次世代の健康を支えるためには、子どもが生まれ成
長していく中で、基本的な生活習慣を作り上げること
が重要となります。町民一人ひとりが食を意識し、健
康的な食習慣を実践することで次世代の健康へとつな
いでいける食育を推進します。
　今回は、忙しい朝にぴったりな「たぬきおにぎり」
のレシピをご紹介します。子どもでも簡単に作れるレ
シピとなっており、朝ごはんにもおすすめです。

【みんなで知ろう！食育のこと】連続掲載 第39回

がん検診の受診券有効期限は２月28日までです

子宮頸がん・乳がん検診が受けられる近隣の医療機関

※乳がん検診について　●＝施設内にマンモ装置がある施設、◎＝巡回検診車により実施

歯周疾患検診は２月末まで　

基本健診と胃・大腸・肺がん検診が受けられる近隣の医療機関
（下表以外でも受診できます。詳しくは受診券と同封の「けんしんガイドブック」をご覧ください）

（下表以外でも受診できます。詳しくは受診券と同封の「子宮頸がん・乳がん検診のご案内」をご覧ください）
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お問い合わせ　保健衛生課　環境衛生係（北谷町保健相談センター）　☎982-7033

北谷町筋力向上トレーニング事業＆
水中トレーニング教室修了式

対象者には2月上旬ごろ基本チェックリストを送付いたします。

Ｑ 基本チェックリストとは？

お問い合わせ　福祉課　高齢者福祉係  ☎936-1234 （内線2133）

　北谷町筋力向上トレーニング事業及び水中トレーニング教室の修了式
が12月16日に北谷スポーツセンターで行われ、23名の方が修了しまし
た。筋力向上トレーニング事業は、マシンを使った筋力トレーニングや
有酸素運動を実施、水中トレーニング教室はアクアエクササイズを実施
し、動かしやすい体作りを目標に３か月間運動に励みました。
　修了生からは「体を動かす良いきっかけとなった。今後も運動を継続
したい」という嬉しい声が聞かれました。

Ａ 「基本チェックリスト」は厚生労働省が作成した
25の質問項目からなり、回答することでご自身で
は気づきにくい心身機能低下のサインにいち早く
気づくことができます。

Ｑ 基本チェックリストに回答し結果が届
    いたが、どのように活用したらよいか？

Ａ ご希望の方は、回答結果をもとに一人ひとりの状
態に合った介護予防教室へご案内致します。くわ
しくは福祉課 高齢者福祉係（北谷町地域包括支援
センター）までご相談下さい。

お問い合わせ　福祉課　高齢者福祉係  ☎936-1234 （内線2133）

～70歳以上の要支援･要介護認定を受けていない町民の皆様へ～
北谷町基本チェックリストへの回答のご協力をお願いします！

一般介護予防事業

12月８日（日）に開催した「ちゅら島環境美化全県一斉清掃」及
び「御万人すりてぃクリーン・グリーン・グレイシャス（ＣＧＧ）運
動」の清掃活動に参加していただき、ありがとうございました。
寒さや天候の悪化もあり、予定を繰り上げながらの活動になり
ましたが、350人余の皆様にご参加いただき、北谷公園から1200
㎏のごみを回収することができました。
　今後も北谷町の環境美化の推進のため清掃活動を予定してお
りますので、これまで同様、皆様のご協力を宜しくお願いいた
します。

☆本町では70歳以上の要支援・要介護認定を受けていない町民の方を対象とし
ています。
☆年に1度、ご自身の健康状態を把握するためにも期日までの回答・返送のご協
力をお願い 致します。

第２回ちゅら島環境美化全県一斉清掃及び
御万人すりてぃクリーン・グリーン・グレイシャス（ＣＧＧ）
運動による清掃活動（お礼）
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お問い合わせ　保健衛生課　健康係（北谷町保健相談センター）　☎936-4336
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医療機関名

所在地 医療機関名 子宮頸がん 乳がん（マンモグラフィ※）

北谷町

中部地区医師会検診センター
やびく産婦人科・小児科
ちばなクリニック
中部徳洲会病院
浦添総合病院健診センター

北谷町

沖縄市
北中城村
浦添市

沖縄市

北中城村
浦添市

お問い合わせ　保健衛生課　健康係 （北谷町保健相談センター）  ☎936-4336

　北谷町食育推進計画の基本施策1「次世代における
食育の推進」について掲載します。
　次世代の健康を支えるためには、子どもが生まれ成
長していく中で、基本的な生活習慣を作り上げること
が重要となります。町民一人ひとりが食を意識し、健
康的な食習慣を実践することで次世代の健康へとつな
いでいける食育を推進します。
　今回は、忙しい朝にぴったりな「たぬきおにぎり」
のレシピをご紹介します。子どもでも簡単に作れるレ
シピとなっており、朝ごはんにもおすすめです。

【みんなで知ろう！食育のこと】連続掲載 第39回

がん検診の受診券有効期限は２月28日までです

子宮頸がん・乳がん検診が受けられる近隣の医療機関

※乳がん検診について　●＝施設内にマンモ装置がある施設、◎＝巡回検診車により実施

歯周疾患検診は２月末まで　

基本健診と胃・大腸・肺がん検診が受けられる近隣の医療機関
（下表以外でも受診できます。詳しくは受診券と同封の「けんしんガイドブック」をご覧ください）

（下表以外でも受診できます。詳しくは受診券と同封の「子宮頸がん・乳がん検診のご案内」をご覧ください）
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お問い合わせ　保健衛生課　環境衛生係（北谷町保健相談センター）　☎982-7033

北谷町筋力向上トレーニング事業＆
水中トレーニング教室修了式

対象者には2月上旬ごろ基本チェックリストを送付いたします。

Ｑ 基本チェックリストとは？

お問い合わせ　福祉課　高齢者福祉係  ☎936-1234 （内線2133）

　北谷町筋力向上トレーニング事業及び水中トレーニング教室の修了式
が12月16日に北谷スポーツセンターで行われ、23名の方が修了しまし
た。筋力向上トレーニング事業は、マシンを使った筋力トレーニングや
有酸素運動を実施、水中トレーニング教室はアクアエクササイズを実施
し、動かしやすい体作りを目標に３か月間運動に励みました。
　修了生からは「体を動かす良いきっかけとなった。今後も運動を継続
したい」という嬉しい声が聞かれました。

Ａ 「基本チェックリスト」は厚生労働省が作成した
25の質問項目からなり、回答することでご自身で
は気づきにくい心身機能低下のサインにいち早く
気づくことができます。

Ｑ 基本チェックリストに回答し結果が届
    いたが、どのように活用したらよいか？

Ａ ご希望の方は、回答結果をもとに1人1人の状態に
合った介護予防教室へご案内致します。くわしく
は福祉課 高齢者福祉係（北谷町地域包括支援セン
ター）までご相談下さい。

お問い合わせ　福祉課　高齢者福祉係  ☎936-1234 （内線2133）

～70歳以上の要支援･要介護認定を受けていない町民の皆様へ～
北谷町基本チェックリストへの回答のご協力をお願いします！

一般介護予防事業

12月８日（日）に開催した「ちゅら島環境美化全県一斉清掃」及
び「御万人すりてぃクリーン・グリーン・グレイシャス（ＣＧＧ）運
動」の清掃活動に参加していただき、ありがとうございました。
寒さや天候の悪化もあり、予定を繰り上げながらの活動になり
ましたが、350人余の皆様に御参加いただき、北谷公園から1200
㎏のごみを回収することができました。
　今後も北谷町の環境美化の推進のため清掃活動を予定してお
りますので、これまで同様、皆様の御協力を宜しくお願いいた
します。

☆本町では70歳以上の要支援・要介護認定を受けていない町民の方を対象とし
ています。
☆年に1度、ご自身の健康状態を把握するためにも期日までの回答・返送のご協
力をお願い 致します。

第２回ちゅら島環境美化全県一斉清掃及び
御万人すりてぃクリーン・グリーン・グレイシャス（ＣＧＧ）
運動による清掃活動（お礼）
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地域 フラッシュ

　北前区では11月から毎週火曜日にキッズダンササイズを
行っています。 
　子どもたちは夕方から集まり、元気に楽しく踊っています。
レッスンを重ねるにつれ、「先生のサポ－トがなくても踊れる
ようになった！」と一生懸命振りを覚え、どんどんカッコよく
なっていきます！ 
　子どもたちのダンスは、2月に開催される生涯学習まつりの
舞台発表で披露されます！当日が待ち遠しいです♪ 
（北前区広報通信員　大城よしの） 

　栄口区では、毎月第２・第４火曜日の午後２時から４時まで、
「えぐち家～ゆんたくカフェ」を開催しています。このカフェで
は、参加者同士が認知症について気軽に相談できる場となってお
り、「認知症になっても怖くない」地域づくりを目指しています。 
　2024年最後のカフェはクリスマスイブの12月24日に行われ
ました。 
　豪華景品が当たるビンゴ大会では、参加者全員でドキドキわ
くわくしながら楽しみました。また、カラオケやおしゃべりで年
内最後のカフェを満喫し、2025年の開催を心待ちにする参加者
もいました。 
　「えぐち家～ゆんたくカフェ」は老若男女問わず、いつでも参
加大歓迎です。ぜひ遊びに来てくださいね♪ 
（栄口区広報通信員　玉城朝美） 

比嘉寛之謝苅区長  就任式 謝
苅
区

砂辺区公民館まつり 砂
辺
区

CO-Z☆FIT FRIENDS北
前
区

「えぐち家～ゆんたくカフェ」で
認知症予防！

栄
口
区

　11月30日、砂辺区公民館まつりが開催されました。 
　オープニングは子どもエイサーで幕を開け、子どもチアダ
ンスでは可愛らしい姿に観客から声援に包まれました。 
　また、全員参加の盆踊りや地元の中高生による琉舞、タヒ
チアンダンスなどの多彩なプログラムで会場は盛り上がり
ました。 
　出店では、熱々の魚フライやタコの唐揚げ、牛すじ丼などが
販売され、完売が出る程の人気ぶりでした。 
　天候にも恵まれ、涼しい気候で素敵なまつりとなりました。 
（砂辺区広報通信員　金城美佐子）

　12月21日、謝苅公民館で比嘉寛之新区長の就任式が行われ
ました。 
　比嘉寛之区長は就任あいさつで「これまで謝苅区には大変
お世話になったので、少しでも恩返しが出来るように頑張り
ます」と力強い言葉を述べました。 
　この日の午後はクリスマス会が開催され、謝苅区長として
の最初のイベントを区民と楽しく過ごしました。 
（謝苅区広報通信員　當銘擴） 
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ニライの都市 北谷町

　今日の世の中において、「スマホ所有率は高い一方、うまく使
いこなせてない方々も多いのでは？」と考え、北玉公民館では、
「初心者のためのスマホ教室」を開催しました。 
　「スマホでタッチ操作ができない」「用語が難しい」「セキュリ
ティ面が怖い」といった参加者の不安を一つ一つ専門の方から
教わり、解決までの方法についてを学びました。 
　また、カメラ機能において写真の撮影のみでなく、動画機能
や編集機能があることや、ショートカットからすぐに機能を利
用する方法など、知っておくと便利なワザを教わることがで
き、驚きと感動いっぱいの講座となりました。 
　参加者の今後のスマホ利用が充実しそうです。 
（北玉区広報通信員　島袋みゆき）

初心者のためのスマホ教室北
玉
区

　12月15日、桑江区公民館にて「も
ちつき大会&クリスマス抽選会」が開
催されました。 
　５年ぶりの開催となった「もちつき大会」では、大人から子
どもまで、杵と臼を使っておもちをつき、貴重な体験を行うこ
とができました。 
　出来上がったもちは、あったかいぜんざいと一緒に食べ、参
加者のお腹は大満足でした。 
　「クリスマス抽選会」では、１等から３等までのお菓子の景
品に子ども達は大喜び！2024年最後のイベントを締めくく
る、楽しい１日となりました。
（桑江区広報通信員　宜志富夏紀）  

もちつき大会&
クリスマス抽選会 

桑
江
区

　12月21日、桃原公民館にてクリスマス会を開催しました。 
　子ども達40名ほどが参加し、クリームシチューやホットココ
アの配膳を大きい子が小さい子を気遣いながら行うなど、大人
が声を掛けずとも自然と気配り行動が出来ていた事が印象的
でした！ 
　お楽しみクジ引き会では、豪華な景品を前にいつ呼ばれるか
とドキドキわくわくが溢れた時間となりました。 
　帰りには、可愛い子ども達へ区長サンタさんからお菓子のプ
レゼント♪ 
　2024年を締めくくる楽しい時間を過ごしました。 
（桃原区広報通信員　金城千恵美）

クリスマス会 桃
原
区

　12月22日、宇地原公民館でクリスマス会を行いました。 
　ただ今回のクリスマス会は一味違って、ちょっとホラーなク
リスマス会。お化け屋敷のように順路を進みながら、ブラック
サンタに捕まった本物のサンタクロースを助けるゲームと
なっており、サンタクロースを助けるにはブラックサンタの子
分達とミニゲームで勝負して勝つ必要があります。 
　参加した子どもたちは例年と違った少し怖い雰囲気の中、ミ
ニゲームをとても楽しみ、無事ブラックサンタの手からサンタ
クロースを助け、お礼にお菓子の入ったプレゼントをもらい喜
んでいました。 

ちょっとホラーなクリスマス会
宇
地
原
区

９ 広報ちゃたん　2025年２月号



地域 フラッシュ

　北前区では11月から毎週火曜日にキッズダンササイズを
行っています。 
　子どもたちは夕方から集まり、元気に楽しく踊っています。
レッスンを重ねるにつれ、「先生のサポ－トがなくても踊れる
ようになった！」と一生懸命振りを覚え、どんどんカッコよく
なっていきます！ 
　子どもたちのダンスは、2月に開催される生涯学習まつりの
舞台発表で披露されます！当日が待ち遠しいです♪ 
（北前区広報通信員　大城よしの） 

　栄口区では、毎月第２・第４火曜日の午後２時から４時まで、
「えぐち家～ゆんたくカフェ」を開催しています。このカフェで
は、参加者同士が認知症について気軽に相談できる場となってお
り、「認知症になっても怖くない」地域づくりを目指しています。 
　2024年最後のカフェはクリスマスイブの12月24日に行われ
ました。 
　豪華景品が当たるビンゴ大会では、参加者全員でドキドキわ
くわくしながら楽しみました。また、カラオケやおしゃべりで年
内最後のカフェを満喫し、2025年の開催を心待ちにする参加者
もいました。 
　「えぐち家～ゆんたくカフェ」は老若男女問わず、いつでも参
加大歓迎です。ぜひ遊びに来てくださいね♪ 
（栄口区広報通信員　玉城朝美） 

比嘉寛之謝苅区長  就任式 謝
苅
区

砂辺区公民館まつり 砂
辺
区

CO-Z☆FIT FRIENDS北
前
区

「えぐち家～ゆんたくカフェ」で
認知症予防！

栄
口
区

　11月30日、砂辺区公民館まつりが開催されました。 
　オープニングは子どもエイサーで幕を開け、子どもチアダ
ンスでは可愛らしい姿に観客から声援に包まれました。 
　また、全員参加の盆踊りや地元の中高生による琉舞、タヒ
チアンダンスなどの多彩なプログラムで会場は盛り上がり
ました。 
　出店では、熱々の魚フライやタコの唐揚げ、牛すじ丼などが
販売され、完売が出る程の人気ぶりでした。 
　天候にも恵まれ、涼しい気候で素敵なまつりとなりました。 
（砂辺区広報通信員　金城美佐子）

　12月21日、謝苅公民館で比嘉寛之新区長の就任式が行われ
ました。 
　比嘉寛之区長は就任あいさつで「これまで謝苅区には大変
お世話になったので、少しでも恩返しが出来るように頑張り
ます」と力強い言葉を述べました。 
　この日の午後はクリスマス会が開催され、謝苅区長として
の最初のイベントを区民と楽しく過ごしました。 
（謝苅区広報通信員　當銘擴） 

８広報ちゃたん　2025年２月号

ニライの都市 北谷町

　今日の世の中において、「スマホ所有率は高い一方、うまく使
いこなせてない方々も多いのでは？」と考え、北玉公民館では、
「初心者のためのスマホ教室」を開催しました。 
　「スマホでタッチ操作ができない」「用語が難しい」「セキュリ
ティ面が怖い」といった参加者の不安を一つ一つ専門の方から
教わり、解決までの方法についてを学びました。 
　また、カメラ機能において写真の撮影のみでなく、動画機能
や編集機能があることや、ショートカットからすぐに機能を利
用する方法など、知っておくと便利なワザを教わることがで
き、驚きと感動いっぱいの講座となりました。 
　参加者の今後のスマホ利用が充実しそうです。 
（北玉区広報通信員　島袋みゆき）

初心者のためのスマホ教室北
玉
区

　12月15日、桑江区公民館にて「も
ちつき大会&クリスマス抽選会」が開
催されました。 
　５年ぶりの開催となった「もちつき大会」では、大人から子
どもまで、杵と臼を使っておもちをつき、貴重な体験を行うこ
とができました。 
　出来上がったもちは、あったかいぜんざいと一緒に食べ、参
加者のお腹は大満足でした。 
　「クリスマス抽選会」では、１等から３等までのお菓子の景
品に子ども達は大喜び！2024年最後のイベントを締めくく
る、楽しい１日となりました。
（桑江区広報通信員　宜志富夏紀）  

もちつき大会&
クリスマス抽選会 

桑
江
区

　12月21日、桃原公民館にてクリスマス会を開催しました。 
　子ども達40名ほどが参加し、クリームシチューやホットココ
アの配膳を大きい子が小さい子を気遣いながら行うなど、大人
が声を掛けずとも自然と気配り行動が出来ていた事が印象的
でした！ 
　お楽しみクジ引き会では、豪華な景品を前にいつ呼ばれるか
とドキドキわくわくが溢れた時間となりました。 
　帰りには、可愛い子ども達へ区長サンタさんからお菓子のプ
レゼント♪ 
　2024年を締めくくる楽しい時間を過ごしました。 
（桃原区広報通信員　金城千恵美）

クリスマス会 桃
原
区

　12月22日、宇地原公民館でクリスマス会を行いました。 
　ただ今回のクリスマス会は一味違って、ちょっとホラーなク
リスマス会。お化け屋敷のように順路を進みながら、ブラック
サンタに捕まった本物のサンタクロースを助けるゲームと
なっており、サンタクロースを助けるにはブラックサンタの子
分達とミニゲームで勝負して勝つ必要があります。 
　参加した子どもたちは例年と違った少し怖い雰囲気の中、ミ
ニゲームをとても楽しみ、無事ブラックサンタの手からサンタ
クロースを助け、お礼にお菓子の入ったプレゼントをもらい喜
んでいました。 

ちょっとホラーなクリスマス会
宇
地
原
区
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赤口・とり 先勝・いぬ 友引・ゐ 先負・ね 仏滅・うし 大安・とら 赤口・う
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友引・ゐ 先負・ね 仏滅・うし 大安・とら 赤口・う 友引・たつ

旧1月4日

旧1月5日 旧1月6日 旧1月7日 旧1月8日 旧1月9日 旧1月10日 旧1月11日

旧1月12日 旧1月13日 旧1月14日 旧1月15日 旧1月16日 旧1月17日 旧1月18日

旧1月19日 旧1月20日 旧1月21日 旧1月22日 旧1月23日 旧1月24日 旧1月25日

旧1月26日 旧1月27日 旧1月28日 旧1月29日 旧1月30日 旧2月1日

北谷町教育の日

建国記念の日

天皇誕生日 振替休日

休館日

建国記念の日

休館日

休館日

天皇誕生日

振替休日

15土

16日

8 土

9 日

22土

23日

26水

27木

28金

2 日

1 土

4 火

3 月

5 水

6 木

7 金

11火

10月

12水

13木

14金

18火

17月

19水

20木

21金

25火

24月

10：00
10：00
13：00

書道教室
フラサークル
カラオケサークル

13：30
14：00

老連囲碁クラブ
男の貯筋クラブ
（福祉課）

10：00
10：00
13：00

書道教室
フラサークル
カラオケ（フラ）

13：30
14：00

老連囲碁クラブ
男の貯筋クラブ
（福祉課）

09：30
10：00
13：00

健康体操教室
大正琴教室
カラオケサークル

14：00
14：00

古典音楽教室
脳活塾

10：00
10：00
13：00

書道教室
フラサークル
カラオケサークル

13：30
14：00

老連囲碁クラブ
男の貯筋クラブ
（福祉課）

10：00
10：00
13：00

書道教室
フラサークル
カラオケ（フラ）

13：30
14：00

老連囲碁クラブ
男の貯筋クラブ
（福祉課）

09：30健康体操教室 14：00 琉球舞踊教室

09：30健康体操教室 14：00 琉球舞踊教室

10：00 男性レクサークル 13：00 カラオケサークル

10：00 男性レクサークル 13：00 カラオケサークル

10：00 男性レクサークル 13：00 カラオケサークル

10：00
14：00

老連レクサークル
箏曲教室

14：00 沖縄民謡教室

09：30
13：00

健康体操教室
カラオケサークル

14：00
14：00

古典音楽教室
脳活塾

09：30
13：00

健康体操教室
カラオケサークル

14：00
14：00

古典音楽教室
脳活塾

09：30
10：00

健康体操教室
シニアの備え講座

14：00 琉球舞踊教室

09：30
10：00

健康体操教室
シニアの備え講座

14：00 琉球舞踊教室

10：00
14：00

老連レクサークル
箏曲教室

14：00 沖縄民謡教室

10：00
14：00

老連レクサークル
箏曲教室

14：00 沖縄民謡教室

10：00
14：00

老連レクサークル
箏曲教室

14：00 沖縄民謡教室

☎921-7171

金 Friday 土 SaturdayWednesday 木 Thursday

北谷町
青少年支援センター
【場所】ちゃたんニライセンター２階
〇なんでも教育相談：月～金 9時～17時
［いじめ、不登校、ひきこもり、教育問題全般］
※カウンセリングも行っています（要受付）

☎936-3424ふくしなんでも相談

▶社会福祉
　協議会 お問い合わせ ☎936-2940

▼
北
谷
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
　北
谷
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
お
問
い
合
わ
せ

☎
9
3
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3
5
2
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あ
り
ん
く
り
ん 
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0120-773-537 防災行政無線放送聞き直しフリーダイヤル                      
                      
防災行政無線放送聞き直しフリーダイヤル                      
                      右記フリーダイヤルにかけることで、防災行政

無線で放送された情報やお知らせ等を新しい
放送から順に内容を確認することができます。

0120-306-251
0120-306-252

0120-306-253
0120-306-254

■北谷町生涯学習まつり
■中日ドラゴンズ
春季キャンプイン

■健康相談
■ふくしなんでも相談　
（法律相談）

■消費生活相談室 ■マイナンバーカード
休日交付

■健康相談
■マイナンバーカード
夜間交付

■消費生活相談室 ■乳児一般健診

■健康相談
■３歳児健診

■消費生活相談室
■人権・行政・町民無料　
法律相談
※会場はちゃたんニライ
センターとなります。

　 ■中日ドラゴンズオープン
戦 VS千葉ロッテマリーン
ズ（Agreスタジアム北谷）

■健康相談 ■消費生活相談室
■マイナンバーカード
夜間交付

【場所】北谷町社会福祉協議会
●一般相談 月～金（祝日除く） 9時～17時
●法律相談 ５日（水） 14時～16時 (要予約)

北谷町教育委員会では２月第１土曜日を「北谷町教育の日」、
２月を「教育月間」として制定しております。
教育の日にふさわしい取り組みを北谷町公式ホームページに
随時情報を掲載いたしますので、ぜひご覧ください。

教育総務課　総務係　☎936-1234（内線5110、5111）お問い合わせ

住民課　住民係　☎923-1585ご予約・お問い合わせ

２月１日は「北谷町教育の日」！！

Senior　
　　　　　　 Life

※３月、４月の実施はあり ませんので、あらかじめご了承ください。 
※マイナンバーカードを申 請後、交付案内ハガキが届いている方が対象です。 
※システムメンテナンス等 のやむを得ない事情により日程が変わることがあります。 
※予約制です。ご希望の方 はお電話にて事前予約をお願いします。　　　　　　
予約日時の調整が必要 なため、メール等での受付は行っておりません。　　　
ご予約・詳しい内容は住 民課までお問い合わせください。 
※平日昼間の交付時間は ９：００～１１：４０、１３：００～１７：００です。
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13126 27 28 29 30 仏滅・うし

大安・とら 赤口・う 先勝・たつ 友引・み 先負・うま 仏滅・ひつじ 大安・さる

赤口・とり 先勝・いぬ 友引・ゐ 先負・ね 仏滅・うし 大安・とら 赤口・う

先勝・たつ 友引・み 先負・うま 仏滅・ひつじ 大安・さる 赤口・とり 先勝・いぬ

友引・ゐ 先負・ね 仏滅・うし 大安・とら 赤口・う 友引・たつ

旧1月4日

旧1月5日 旧1月6日 旧1月7日 旧1月8日 旧1月9日 旧1月10日 旧1月11日

旧1月12日 旧1月13日 旧1月14日 旧1月15日 旧1月16日 旧1月17日 旧1月18日

旧1月19日 旧1月20日 旧1月21日 旧1月22日 旧1月23日 旧1月24日 旧1月25日

旧1月26日 旧1月27日 旧1月28日 旧1月29日 旧1月30日 旧2月1日

北谷町教育の日

建国記念の日

天皇誕生日 振替休日

町民カレンダー2025（令和7）年

2
FEBRUARY 如月

就職・生活支援相談就職・生活支援相談
平　日

10時～12時、13時～16時
▼福祉課 地域福祉係  
お問い合わせ ☎982-7719

お問い合わせ ☎923-0881

▼沖縄県就職・生活支援
　パーソナルサポートセンター 

消費生活相談室消費生活相談室
毎週 木曜日

10時～12時、13時～16時
【場所】北谷町役場3階 302会議室
※相談は無料　※1月～3月は会場変更

お問い合わせ ☎936-1234
（内線3321）

健 康 相 談健 康 相 談
毎週 水曜日
9時～11時30分

【場所】保健相談センター
お問い合わせ ☎936-4336

お問い合わせ ☎936-1234
（内線1112）

人権・行政・町民
無料法律相談

【場所】ちゃたんニライセンター
　　　カナイホール

▼町長室 秘書広報係

毎月 第３木曜日

10時～12時、13時～15時
（最終受付14時）

※事前予約は受け付けておりませんので、当
日会場にお越しください。
※当日9時30分から整理券を配布します。
※当相談の対象者は北谷町内在住・勤務者に
限ります。

☎921-7171（宮城）児童館わくわく☎936-0708ハッピー（北玉）児童館☎936-4000わんぱく（上勢桑江）児童館

日 Sunday 月 Monday 火 Tuesday 水 Wednesday 木

北谷町内において、米軍の航空機騒音がうるさいとき等米軍基地から
派生する問題については、上記フリーダイヤルへご連絡ください。

北谷町航空機騒音等
苦情フリーダイヤル 0120-773-537

右記フリーダイヤルにかけることで、防災行政
無線で放送された情報やお知らせ等を新しい
放送から順に内容を確認することができます。

■北谷町生涯学習まつり ■健康相談
■ふくしなんでも相談　
（法律相談）

■消費生活相談室

■健康相談
■マイナンバーカード
夜間交付

■消費生活相談室

■ことばと育ちの相談
（場所：育ちの支援センター
「いっぽ」）※要予約

■1歳6か月児健診 ■健康相談
■３歳児健診

■消費生活相談室
■人権・行政・町民無料　
法律相談
※会場はちゃたんニライ
センターとなります。

■中日ドラゴンズオープン
戦 VS 阪神タイガース
（Agreスタジアム北谷）

■中日ドラゴンズオープン
戦 VS広島東洋カープ
（Agreスタジアム北谷）

■健康相談 ■消費生活相談室
■マイナンバーカード
夜間交付

・節分遊び
・バレンタインイベント

※内容は決まり次第、ホームページ・公式LINE・
　館内張り紙にてお知らせします。

【
2
月
の
行
事
】

 ３日（月）節分ゲーム（予定）
12日（水）バレンタインクッキング（予約制）

※内容は決まり次第、児童館だより、ホームページ、
　館内にてお知らせします。

【
2
月
の
行
事
】

 ５日（水）けん玉認定会
12日（水）、13日（木）バレンタインクッキング
22日（土）こども食堂はっぴー
※詳細についてはホームページ、公式LINE、
　児童館だよりにてお知らせします。

【
2
月
の
行
事
】

今月は20日

北谷町教育委員会では２月第１土曜日を「北谷町教育の日」、
２月を「教育月間」として制定しております。
教育の日にふさわしい取り組みを北谷町公式ホームページに
随時情報を掲載いたしますので、ぜひご覧ください。

住民課　住民係　☎923-1585ご予約・お問い合わせ

※３月、４月の実施はあり ませんので、あらかじめご了承ください。 
※マイナンバーカードを申 請後、交付案内ハガキが届いている方が対象です。 
※システムメンテナンス等 のやむを得ない事情により日程が変わることがあります。 
※予約制です。ご希望の方 はお電話にて事前予約をお願いします。　　　　　　
予約日時の調整が必要 なため、メール等での受付は行っておりません。　　　
ご予約・詳しい内容は住 民課までお問い合わせください。 
※平日昼間の交付時間は ９：００～１１：４０、１３：００～１７：００です。

マイナンバーカードが
休日や夜間にも
受け取れます！
（予約制）

【２月】

9：00～12：40

17：30～19：00

〈休日交付〉  
・２月 ８日（土）
〈夜間交付〉 

・２月12日（水）
・２月27日（木）
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13126 27 28 29 30 仏滅・うし

大安・とら 赤口・う 先勝・たつ 友引・み 先負・うま 仏滅・ひつじ 大安・さる

赤口・とり 先勝・いぬ 友引・ゐ 先負・ね 仏滅・うし 大安・とら 赤口・う

先勝・たつ 友引・み 先負・うま 仏滅・ひつじ 大安・さる 赤口・とり 先勝・いぬ

友引・ゐ 先負・ね 仏滅・うし 大安・とら 赤口・う 友引・たつ

旧1月4日

旧1月5日 旧1月6日 旧1月7日 旧1月8日 旧1月9日 旧1月10日 旧1月11日

旧1月12日 旧1月13日 旧1月14日 旧1月15日 旧1月16日 旧1月17日 旧1月18日

旧1月19日 旧1月20日 旧1月21日 旧1月22日 旧1月23日 旧1月24日 旧1月25日

旧1月26日 旧1月27日 旧1月28日 旧1月29日 旧1月30日 旧2月1日

北谷町教育の日

建国記念の日

天皇誕生日 振替休日

町民カレンダー2025（令和7）年

2
FEBRUARY 如月

就職・生活支援相談就職・生活支援相談
平　日

10時～12時、13時～16時
▼福祉課 地域福祉係  
お問い合わせ ☎982-7719

お問い合わせ ☎923-0881

▼沖縄県就職・生活支援
　パーソナルサポートセンター 

消費生活相談室消費生活相談室
毎週 木曜日

10時～12時、13時～16時
【場所】北谷町役場3階 302会議室
※相談は無料　※1月～3月は会場変更

お問い合わせ ☎936-1234
（内線3321）

健 康 相 談健 康 相 談
毎週 水曜日
9時～11時30分

【場所】保健相談センター
お問い合わせ ☎936-4336

お問い合わせ ☎936-1234
（内線1112）

人権・行政・町民
無料法律相談

【場所】ちゃたんニライセンター
　　　カナイホール

▼町長室 秘書広報係

毎月 第３木曜日

10時～12時、13時～15時
（最終受付14時）

※事前予約は受け付けておりませんので、当
日会場にお越しください。
※当日9時30分から整理券を配布します。
※当相談の対象者は北谷町内在住・勤務者に
限ります。

☎921-7171（宮城）児童館わくわく☎936-0708ハッピー（北玉）児童館☎936-4000わんぱく（上勢桑江）児童館

日 Sunday 月 Monday 火 Tuesday 水 Wednesday 木

北谷町内において、米軍の航空機騒音がうるさいとき等米軍基地から
派生する問題については、上記フリーダイヤルへご連絡ください。

北谷町航空機騒音等
苦情フリーダイヤル 0120-773-537

右記フリーダイヤルにかけることで、防災行政
無線で放送された情報やお知らせ等を新しい
放送から順に内容を確認することができます。

■北谷町生涯学習まつり ■健康相談
■ふくしなんでも相談　
（法律相談）

■消費生活相談室

■健康相談
■マイナンバーカード
夜間交付

■消費生活相談室

■ことばと育ちの相談
（場所：育ちの支援センター
「いっぽ」）※要予約

■1歳6か月児健診 ■健康相談
■３歳児健診

■消費生活相談室
■人権・行政・町民無料　
法律相談
※会場はちゃたんニライ
センターとなります。

■中日ドラゴンズオープン
戦 VS 阪神タイガース
（Agreスタジアム北谷）

■中日ドラゴンズオープン
戦 VS広島東洋カープ
（Agreスタジアム北谷）

■健康相談 ■消費生活相談室
■マイナンバーカード
夜間交付

・節分遊び
・バレンタインイベント

※内容は決まり次第、ホームページ・公式LINE・
　館内張り紙にてお知らせします。

【
2
月
の
行
事
】

 ３日（月）節分ゲーム（予定）
12日（水）バレンタインクッキング（予約制）

※内容は決まり次第、児童館だより、ホームページ、
　館内にてお知らせします。

【
2
月
の
行
事
】

 ５日（水）けん玉認定会
12日（水）、13日（木）バレンタインクッキング
22日（土）こども食堂はっぴー
※詳細についてはホームページ、公式LINE、
　児童館だよりにてお知らせします。

【
2
月
の
行
事
】

今月は20日

北谷町教育委員会では２月第１土曜日を「北谷町教育の日」、
２月を「教育月間」として制定しております。
教育の日にふさわしい取り組みを北谷町公式ホームページに
随時情報を掲載いたしますので、ぜひご覧ください。

住民課　住民係　☎923-1585ご予約・お問い合わせ

※３月、４月の実施はあり ませんので、あらかじめご了承ください。 
※マイナンバーカードを申 請後、交付案内ハガキが届いている方が対象です。 
※システムメンテナンス等 のやむを得ない事情により日程が変わることがあります。 
※予約制です。ご希望の方 はお電話にて事前予約をお願いします。　　　　　　
予約日時の調整が必要 なため、メール等での受付は行っておりません。　　　
ご予約・詳しい内容は住 民課までお問い合わせください。 
※平日昼間の交付時間は ９：００～１１：４０、１３：００～１７：００です。

マイナンバーカードが
休日や夜間にも
受け取れます！
（予約制）

【２月】

9：00～12：40

17：30～19：00

〈休日交付〉  
・２月 ８日（土）
〈夜間交付〉 

・２月12日（水）
・２月27日（木）
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ちゃたんニライセンター 生涯学習プラザ 検索 http://www.chatan.jp/
kosodate/plaza/

●記載した講座は延期・中止など変更となる場合があります。 ●一時保育預かりは現
在行っておりません。 ●講座で撮影した写真は、北谷町の広報活動（広報誌やホーム
ページへの掲載）などメディアに使用いたします。

講座のチラシは募集前の週を目途にホームページに公開、北谷町
役場１F、ニライセンター1F入口、各公民館に設置します。チラシの案内

①生涯学習プラザ（ニライセンター）１F窓口　②FAXでお申込のうえ送信確
認の要電話　③二次元コード（要メールアドレス）　窓口は開館中受付可能（職
員不在時は、警備員に預け可能）。ただし、電話での申込受付はしていません。

申込
方法

お問い合わせ　ちゃたんニライセンター 生涯学習プラザ（平日9時～17時）☎936-3492　FAX 936-5287

ひなまつり茶会
日　時 2月22日（土）〈語　り〉14時～14時30分

　　　　　　 〈お茶会〉14時30分～15時
場　所 北谷町立図書館 会議室
語　り 読み聞かせボランティア
お点前 北谷第二小学校放課後子ども教室茶道教室の皆さん

講　　師 田場 美由起 氏（沖縄元気計画 代表）
日　　時 ①3月2日(日)、 ②3月3日(月)

※ご希望の日を１日選択ください。
集　　合 13時～15時（受付12時45分）
場　　所 ちゃたんニライセンター　地下調理室
対　　象 町内在住・在勤者
定　　員 各12名
申込期間 1月24日(金)～2月2日(日)　
抽選結果 2月7日(金)までに申込者全員へ連絡
支 払 い 2月20日(木)までに現金で支払い（平日9時～17時内）

材料費　1,800円

生涯学習プラザだより

図書館

日本の発酵食品・味噌づくりを体験します。厳選した大豆や
塩・麹を使い各自1キロ分の味噌を仕込みます。食卓から化学
調味料を一つ減らすことを目標！添加物を使用しない安心な味噌
づくりと味噌をつかったレシピも紹介。(参加は一人１回)

北谷町教育の日関連事業
発酵食品講座「味噌仕込み」

日　　時 3月5日(水)19時～
対　　象 北谷町民・在勤者（一般 成人・小学生以上親子可）
講　　師 山本 広美 氏
定　　員 20名
申込期間 2月14日(土)～2月23日(日)　
抽選結果 2月27日(木)までに結果連絡

場　所　講座室

３月５日はサンゴの日
「おきなわの海とサンゴのおはなし」

申
込
み
は

こ
ち
ら☝

☆２月の休館日 ●毎週月曜日　 ●2月11日（火）建国記念の日
●2月23日（日）天皇誕生日　 ●2月27日（木）資料整理日

▼ブックスタート
日 時 2月26日（水）10時～14時
対 象 令和6年10月１日～10月31日生まれの乳児とそ

の保護者
場 所 北谷町立図書館 会議室
▼おはなし会　
場 所 図書館内おはなしのへや
日 時 11時～（20～30分程度）

・2月1日（土）生涯学習まつり 特別おはなし会
・2月8日（土）ボランティア「ナルカ」によるおはなし会
・2月15日（土）としょかん職員によるおはなし会

☆
定
例
行
事

《一般向け》
●『台湾レトロ建築をめぐる旅』辛 永勝、楊 朝景/著・写真
●『整うオイル』地曳 直子/著
●『みらいめがね 3』荻上 チキ、ヨシタケ シンスケ/著
●『世界に挑む!デフアスリート』森埜 こみち/著
●『父の航海』座間 耀永/著
《中学・高校生向け》　　　
●『15歳の昆虫図鑑』五十嵐 美怜/著
●『読むだけですっきりわかる大学受験』後藤 武士/著
《児童向け》
●『いのちの楽園』佐和 みずえ/作
●『支える仕事の一日』 WILLこども知育研究所/編著
●『おはしをじょうずにもてるかな』深見 春夫/さく・え
●『だれかがきたよ』得田 之久/ぶん　垂石 眞子/え
《郷土》
●『ピーチとチョコレート』福木 はる/著
●『歴史は眠らない』穂高 健一/著

☆
新
刊
案
内

お問い合わせ  町立図書館　☎936-3542

雑誌リサイクル
日　時 2月1日（土）・2日（日） 各日9時～17時
場　所 北谷町立図書館

※雑誌を入れる袋は各自ご持参ください。

生涯学習まつりにて保存期限の切れた雑誌のリサイクルと
特別おはなし会を行います

特別おはなし会
日　時 2月1日（土）11時～
場　所 北谷町立図書館　おはなしのへや

まついのりこ絵本原画展

日　時 2月１日（土）～2月9日（日）
場　所 北谷町立図書館　※入場無料　※月曜休館

絵本・紙芝居作家まついのりこさんの原画展を開催します。

赤ちゃんねんね講座
講　師 與古田 すみれ 氏（乳幼児睡眠コンサルタント）
定　員 10名 ※町内在勤、在住の乳幼児とその保護者
　　　          ※2月1日（土）申込受付開始　
日　時 2月22日（土）10時30分～正午
場　所 ちゃたん ニライセンター 地下1階 和室
参加費 無料

1０月の北谷町平和祈念祭・連携
企画として生涯学習プラザは、12
月に八重瀬町のヌヌマチガマと富盛
の大石獅子を訪ね、八重瀬町ガイ
ドの会のメンバーによる案内で全長
500Mの一部に入壕しました。
こちらは第24師団第一野戦病院

の新城分院として使用された自然洞
窟。大勢の傷病兵が収容され、軍
医や白梅学徒隊などが治療に当たっ

たという壕です。また富盛の石獅子は1689年に地域の火災
を守る意味で風水師の助言で建てられ、戦争中この地域は激
戦区となり獅子には銃弾の跡が残っています。個人ではなか
なかは入れない入壕体験と戦争跡を巡りました。

平和学習・八重瀬町
―ヌヌマチガマを訪ねる―

申
込
み
は

こ
ち
ら☝
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念
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対
馬
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事
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80
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追
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祈
念
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ゃ
た
ん
ニ
ラ
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セ
ン
タ
ー
開
館
20
周
年
記
念
　組
踊
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賞
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演
　創
作

組
踊
「
対
馬
丸
」
が
10
月
12
日
（
土
）
ち
ゃ
た
ん
ニ
ラ
イ

セ
ン
タ
ー
カ
ナ
イ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
は
、
北
谷
町
少
年
少
女
三
線
教
室
と
浜
川
っ

子
放
課
後
三
線
教
室
の
子
ど

も
た
ち
が
、
平
和
の
願
い
歌

「
春
の
小
川
・
月
桃
・
新
安

里
屋
ゆ
ん
た
」
を
披
露
。
ま
た
子
ど
も
地
域
交
流
を
兼

ね
た
出
演
で
「
う
る
ま
市
赤
野
区
キ
ッ
ズ
浜
千
鳥
サ
ー

ク
ル
」
が
、
故
郷
を
偲
ぶ
琉
球
舞
踊
「
浜
千
鳥
」
を
対

馬
丸
の
子
ら
へ
想
い
を
寄
せ
て
踊
り
ま
し
た
。
北
谷
町

平
和
推
進
に
て
北
谷
町
ピ
ー
ス
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
（
6

名
）
が
「
平
和
ス
ピ
ー
チ
」
を
次
世
代
を
担
う
代
表
と

し
て
反
戦
の
意
、
恒
久
平
和
を
願
う
思
い
を
発
信
し
ま

し
た
。

一
部
の
最
後
は
、
組

踊
子
役
を
指
導
し
た

「
女
流
組
踊
研
究
会
め

ば
な
」
が
「
鎮
魂
の
舞
」

を
踊
り
、
今
も
な
お
海

底
に
沈
む
対
馬
丸
の
映

像
、
対
馬
丸
と
共
に
眠

る
犠
牲
者
の
御
霊
に
、

鎮
魂
祈
念
が
捧
げ
ら
れ

ま
し
た
。

第
二
部
は
、
創
作
組
踊
「
対
馬
丸
」（
原
作
大
城
立
裕

脚
本
・
演
出
山
城
亜
矢
乃
）
を
上
演
。
北
谷
町
子
ど
も

組
踊
教
室
の
受
講
生
と
、
出
演
に
応
募
し
た
子
ど
も
た

ち
８
名
が
、
約
五
か
月
間
の
稽
古
活
動
（
組
踊
の
稽
古

や
対
馬
丸
事
件
の
勉
強
）
を
行
い
、
組
踊
の
様
式
に
あ

わ
せ
た
表
現
で
学
童
疎
開
の
様
子
を
作
品
の
要
を
プ
ロ

の
琉
球
古
典
芸
能
実
演
家
が
支

え
、
命
の
尊
さ
、
無
力
な
沖
縄
、

翻
弄
さ
れ
る
う
ち
な
ー
ん
ち
ゅ
、

戦
争
の
悲
惨
さ
を
描
き
ま
し
た
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
北
谷
で
は
「
対
馬
丸

事
件
80
年
〜
御
霊
に
想
い
を
寄
せ

て
〜
」
と
題
し
、
対
馬
丸
事
件
に

つ
い
て
パ
ネ
ル
展
で
紹
介
。
折
り

鶴
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
平
和
へ
の
誓

い
、
御
霊
へ
の

祈
り
を
捧
げ
る

場
を
提
供
。
多

く
の
来
場
者
が

折
っ
た
折
り
鶴

は
対
馬
丸
記
念

館
へ
寄
贈
し
ま

し
た
。

お問い合わせ  ちゃたんニライセンター　生涯学習プラザ ☎936-3492

自主文化事業「組踊鑑賞公演～報告～」自主文化事業「組踊鑑賞公演～報告～」

鎮魂の舞　女流組踊研究会めばな

平和の願い歌を披露　北谷町少年少女三線教室・浜川っ子放課後三線教室

十・十空襲が迫る　大嶺幸仁役宇座仁一
（左）、高嶺校長役玉城匠（右）

平和スピーチをする北谷町ピースメッセン
ジャー

浜千鳥を披露
うるま市赤野区キッズ浜千鳥サークル

対馬丸の船の上から沖縄を眺め学校
唱歌「ふるさと」を歌う学童児役のこ
どもたち

ギャラリー北谷　折り鶴コーナー

時の主役金城真次（左）息子を失う母玉城トシ役廣山えりか（右）
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年
記
念
　組
踊
鑑
賞
公
演
　創
作

組
踊
「
対
馬
丸
」
が
10
月
12
日
（
土
）
ち
ゃ
た
ん
ニ
ラ
イ

セ
ン
タ
ー
カ
ナ
イ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
は
、
北
谷
町
少
年
少
女
三
線
教
室
と
浜
川
っ

子
放
課
後
三
線
教
室
の
子
ど

も
た
ち
が
、
平
和
の
願
い
歌

「
春
の
小
川
・
月
桃
・
新
安

里
屋
ゆ
ん
た
」
を
披
露
。
ま
た
子
ど
も
地
域
交
流
を
兼

ね
た
出
演
で
「
う
る
ま
市
赤
野
区
キ
ッ
ズ
浜
千
鳥
サ
ー

ク
ル
」
が
、
故
郷
を
偲
ぶ
琉
球
舞
踊
「
浜
千
鳥
」
を
対

馬
丸
の
子
ら
へ
想
い
を
寄
せ
て
踊
り
ま
し
た
。
北
谷
町

平
和
推
進
に
て
北
谷
町
ピ
ー
ス
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
（
6

名
）
が
「
平
和
ス
ピ
ー
チ
」
を
次
世
代
を
担
う
代
表
と

し
て
反
戦
の
意
、
恒
久
平
和
を
願
う
思
い
を
発
信
し
ま

し
た
。

一
部
の
最
後
は
、
組

踊
子
役
を
指
導
し
た

「
女
流
組
踊
研
究
会
め

ば
な
」
が
「
鎮
魂
の
舞
」

を
踊
り
、
今
も
な
お
海

底
に
沈
む
対
馬
丸
の
映

像
、
対
馬
丸
と
共
に
眠

る
犠
牲
者
の
御
霊
に
、

鎮
魂
祈
念
が
捧
げ
ら
れ

ま
し
た
。

第
二
部
は
、
創
作
組
踊
「
対
馬
丸
」（
原
作
大
城
立
裕

脚
本
・
演
出
山
城
亜
矢
乃
）
を
上
演
。
北
谷
町
子
ど
も

組
踊
教
室
の
受
講
生
と
、
出
演
に
応
募
し
た
子
ど
も
た

ち
８
名
が
、
約
五
か
月
間
の
稽
古
活
動
（
組
踊
の
稽
古

や
対
馬
丸
事
件
の
勉
強
）
を
行
い
、
組
踊
の
様
式
に
あ

わ
せ
た
表
現
で
学
童
疎
開
の
様
子
を
作
品
の
要
を
プ
ロ

の
琉
球
古
典
芸
能
実
演
家
が
支

え
、
命
の
尊
さ
、
無
力
な
沖
縄
、

翻
弄
さ
れ
る
う
ち
な
ー
ん
ち
ゅ
、

戦
争
の
悲
惨
さ
を
描
き
ま
し
た
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
北
谷
で
は
「
対
馬
丸

事
件
80
年
〜
御
霊
に
想
い
を
寄
せ

て
〜
」
と
題
し
、
対
馬
丸
事
件
に

つ
い
て
パ
ネ
ル
展
で
紹
介
。
折
り

鶴
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
平
和
へ
の
誓

い
、
御
霊
へ
の

祈
り
を
捧
げ
る

場
を
提
供
。
多

く
の
来
場
者
が

折
っ
た
折
り
鶴

は
対
馬
丸
記
念

館
へ
寄
贈
し
ま

し
た
。

お問い合わせ  ちゃたんニライセンター　生涯学習プラザ ☎936-3492

自主文化事業「組踊鑑賞公演～報告～」自主文化事業「組踊鑑賞公演～報告～」

鎮魂の舞　女流組踊研究会めばな

平和の願い歌を披露　北谷町少年少女三線教室・浜川っ子放課後三線教室

十・十空襲が迫る　大嶺幸仁役宇座仁一
（左）、高嶺校長役玉城匠（右）

平和スピーチをする北谷町ピースメッセン
ジャー

浜千鳥を披露
うるま市赤野区キッズ浜千鳥サークル

対馬丸の船の上から沖縄を眺め学校
唱歌「ふるさと」を歌う学童児役のこ
どもたち

ギャラリー北谷　折り鶴コーナー

時の主役金城真次（左）息子を失う母玉城トシ役廣山えりか（右）
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お問い合わせ　福祉課　高齢者福祉係・障害福祉係　☎936-1234（内線2133・2122）

お問い合わせ　町長室　秘書広報係　☎936-1234（内線1110）

福祉事業者向け防災研修
北谷町民へ福祉サービスを提供している介護保険サービス

事業者および障害福祉サービス事業者が、地域の防災情報
等について理解を深め、防災力の向上を図ること等を目的に、
北谷町福祉事業者合同防災研修を行いました。
研修では、業務継続計画（BCP）や本町における災害リ

スクといった情報共有のほか、防災マップ等の活用方法や非
常時の搬送方法を確認しました。

◉
上
間 

理
叶（
北
谷
中
学
校
３
年
）

普
段
、
授
業
で
し
か
学
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い

長
崎
・
広
島
の
原
爆
を
現
地
に
行
き
学
習
す
る

こ
と
で
改
め
て
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
、
愚
か
さ
を

知
り
、
戦
争
が
も
た
ら
す
も
の
の
意
味
を
考

え
、
平
和
と
い
う
こ
と
が
何
か
を
深
く
考
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

事
前
学
習
で
琉
球
・
沖
縄
の
歴
史
や
沖
縄
戦

の
事
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
北
谷
町
の
成
り
立

ち
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
琉
球
だ
っ
た
こ
ろ

の
沖
縄
が
小
さ
い
の
に
な
ぜ
、
長
く
国
と
し
て

栄
え
て
い
た
の
か
沖
縄
の
人
は
、
平
和
主
義

だ
っ
た
ん
だ
な
と
思
い
私
も
見
習
い
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

長
崎
で
は
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
被

爆
し
た
鳥
居
や
山
王
神
社
の
被
爆
ス
ギ
な
ど
被

爆
し
て
も
尚
、
立
っ
て
い
る
そ
の
姿
に
と
て
も

大
き
な
安
心
感
を
感
じ
ま
し
た
。
資
料
館
で
は

目
を
背
け
た
く
な
る
様
な
資
料
の
数
々
を
見
ま

し
た
。
こ
れ
を
直
で
見
て
、
原
爆
と
い
う
も
の

が
ど
れ
だ
け
恐
ろ
し
い
も
の
な
の
か
を
知
る
の

に
は
充
分
な
衝
撃
で
し
た
。

広
島
で
は
原
爆
ド
ー
ム
や
広
島
平
和
記
念
資

料
館
へ
行
き
ま
し
た
。
中
で
も
印
象
に
残
っ
た

の
は
人
影
の
石
で
す
。
原
爆
が
ど
れ
だ
け
強
い

も
の
な
の
か
一
目
で
分
か
っ
た
か
ら
で
す
。
も

し
自
分
が
こ
の
時
代
に
い
て
、
被
害
を
受
け
て

い
た
ら
と
思
う
と
と
て
も
怖
く
感
じ
ま
し
た
。

私
が
今
回
の
平
和
学
習
派
遣
を
通
し
て
感
じ

た
事
は
、
今
の
世
の
中
が
本
当
に
平
和
な
の
だ

ろ
う
か
と
い
う
事
で
す
。
私
達
の
世
界
で
は

今
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
の
戦
争
や
イ
ス
ラ

エ
ル
と
ハ
マ
ス
の
戦
争
が
続
い
て
い
ま
す
。
私

達
の
住
む
日
本
の
近
く
に
も
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ

ル
や
中
国
の
台
湾
有
事
な
ど
近
い
将
来
戦
争
が

起
き
る
か
も
し
れ
な
い
危
険
性
が
あ
る
の
で

す
。
私
は
平
和
と
い
う
も
の
は
こ
う
い
う
も
の

だ
と
考
え
ま
す
。
平
和
と
は
、
ど
ん
な
人
で

も
、
み
ん
な
で
助
け
合
い
手
を
と
り
共
に
危
険

が
な
く
、
心
か
ら
安
心
で
き
る
自
由
な
生
活
が

で
き
る
状
態
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
今
回
の

平
和
学
習
を
通
し
て
私
は
平
和
な
世
界
を
み
ん

な
で
創
れ
る
よ
う
に
私
達
に
で
き
る
精
い
っ
ぱ

い
の
事
を
行
動
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

◉
菊
池 

紗
波（
北
谷
中
学
校
3
年
）

私
は
、
こ
の
北
谷
町
平
和
学
習
派
遣
事
業
で

初
め
て
広
島
・
長
崎
を
訪
れ
ま
し
た
。
広
島
・

長
崎
は
、
自
然
が
豊
か
で
、
街
並
み
が
す
ご
く

綺
麗
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
場
所
に
原
爆
が
落
と

さ
れ
た
と
は
考
え
き
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

長
崎
で
は
少
年
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加

し
被
爆
当
時
の
疑
似
体
験
を
し
ま
し
た
。
疑
似

体
験
で
は
、
空
襲
警
報
が
な
っ
た
と
き
の
爆
撃

か
ら
身
を
守
る
体
勢
を
練
習
、
世
界
中
の
原
爆

の
数
を
B
B
弾
の
音
で
再
現
し
た
も
の
を
聞
き

ま
し
た
。
自
分
の
家
や
学
校
、
大
切
な
場
所
が

壊
さ
れ
、
家
族
や
友
達
な
ど
自
分
の
大
切
な

人
、
も
の
が
一
瞬
に
し
て
奪
わ
れ
る
こ
と
の
怖

さ
を
、
身
を
も
っ
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
長
崎
に
落
と
さ
れ
た
フ
ァ
ッ
ト
マ
ン
と
い

う
原
爆
の
模
型
が
私
の
想
像
よ
り
何
倍
も
大
き

く
、
と
て
も
び
っ
く
り
し
た
と
同
時
に
、
原
爆

の
威
力
や
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

広
島
の
資
料
館
で
は
、
全
身
に
火
傷
や
大
怪

我
を
負
い
治
療
を
受
け
て
い
る
子
の
写
真
な
ど

を
み
て
、
子
供
た
ち
が
こ
ん
な
に
怖
い
思
い
を

し
て
い
た
と
考
え
る
と
、
今
私
が
安
心
し
て
学

校
へ
行
き
、
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
、
決
し
て
当
た
り
前
の
事
で
は
な
く
、
平
和

が
あ
る
か
ら
こ
そ
な
ん
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

 

　私
は
今
回
の
派
遣
学
習
を
通
し
て
、
平
和

な
世
界
を
実
現
す
る
た
め
、
私
に
も
で
き
る
こ

と
を
見
つ
け
ら
れ
た
気
が
し
ま
す
。

広
島
・
長
崎
で
起
こ
っ
た
こ
の
出
来
事
を
、

他
人
事
と
し
て
捉
え
ず
、
真
剣
に
向
き
合
う
こ

と
で
、
ま
ず
は
現
地
で
学
ん
で
い
た
こ
と
を
家

族
や
友
達
、
身
近
な
人
に
伝
え
、
次
の
世
代
へ

繋
い
で
い
き
た
い
で
す
。

◉
池
間 

留
詩（
北
谷
中
学
校
３
年
）

私
は
こ
の
長
崎
広
島
平
和
派
遣
事
業
を
4
日

間
通
し
て
、
原
爆
1
つ
が
人
々
の
体
や
生
活
に

与
え
る
影
響
、
平
和
と
は
ど
う
い
う
事
な
の
か

と
深
く
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

原
爆
は
地
上
で
は
な
く
上
空
で
破
裂
し
た
こ

と
を
私
は
初
め
て
知
り
な
ぜ
、
上
空
で
破
裂
さ

せ
ら
れ
た
の
か
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
原
爆
が
上
空
で
破
裂
さ

せ
ら
れ
た
理
由
は
、
地
上
だ
と
衝
撃
波
が
地
面

に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
い
破
壊
力
が
弱
く
な
っ
て

し
ま
う
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

長
崎
や
広
島
の
資
料
館
で
は
、
当
時
の
こ
と

に
つ
い
て
沢
山
学
ぶ
事
が
で
き
ま
し
た
。
特
に

印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、
黒
焦
げ
に
な
っ
て
い

る
死
体
の
写
真
で
す
。
黒
焦
げ
に
な
っ
た
死
体

の
写
真
は
モ
ノ
ク
ロ
で
し
た
が
、
白
い
と
こ
ろ

が
全
く
な
く
、
そ
れ
ほ
ど
原
爆
の
威
力
は
恐
ろ

し
い
の
で
す
。
私
は
黒
焦
げ
に
な
っ
て
い
る
死

体
の
写
真
を
見
た
時
、
嘘
の
写
真
で
は
な
い
か

と
思
う
く
ら
い
唖
然
と
し
、
原
爆
の
恐
ろ
し
さ

を
よ
り
一
層
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

長
崎
の
青
少
年
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

な
ぜ
戦
争
が
起
き
る
の
か
、
ま
た
、
そ
の
こ
と
を

起
こ
さ
な
い
た
め
の
解
決
策
に
つ
い
て
沢
山
の

人
と
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
そ
の
意
見
交
換

を
通
し
て
、
戦
争
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
は
お
互

い
が
お
互
い
の
こ
と
を
尊
重
し
、
見
栄
を
張
ら
な

い
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
私
は
思
い
ま
し
た
。

 
　現
在
、
世
界
に
は
現
役
で
使
え
る
核
兵
器
が

「
9
5
8
3
発
」
も
あ
る
そ
う
で
す
。「
長
崎
を

最
後
の
被
爆
地
に
」
と
長
崎
で
沢
山
の
人
が
訴

え
て
い
ま
し
た
が
、
本
当
に
最
後
に
な
っ
て
く

れ
る
で
し
ょ
う
か
。
国
外
で
は
戦
争
や
紛
争
な

ど
の
争
い
が
多
く
の
国
で
続
い
て
い
ま
す
。
原

爆
が
投
下
さ
れ
な
い
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
私
は
こ
の
平
和
派
遣
事
業
で
学
ん
だ
こ

と
や
沖
縄
戦
に
つ
い
て
多
く
の
人
に
伝
え
て
い

き
た
い
で
す
。
ま
た
、
自
分
が
ま
だ
知
ら
な
い

こ
と
も
学
び
、
平
和
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の

か
を
も
っ
と
深
く
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

今
年
度
８
月
８
日
〜
８
月
11
日
に
実
施
し
た
、広
島
・
長
崎
派
遣
の
報
告
で
す
。（
一
部
抜
粋
）

令
和
６
年
度 

北
谷
町
広
島
・
長
崎
平
和
学
習
派
遣
報
告
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お問い合わせ　福祉課　高齢者福祉係・障害福祉係　☎936-1234（内線2133・2122）

お問い合わせ　町長室　秘書広報係　☎936-1234（内線1110）

福祉事業者向け防災研修
北谷町民へ福祉サービスを提供している介護保険サービス
事業者および障害福祉サービス事業者が、地域の防災情報
等について理解を深め、防災力の向上を図ること等を目的に、
北谷町福祉事業者合同防災研修を行いました。
研修では、業務継続計画（BCP）や本町における災害リ
スクといった情報共有のほか、防災マップ等の活用方法や非
常時の搬送方法を確認しました。

◉
上
間 

理
叶（
北
谷
中
学
校
３
年
）

普
段
、
授
業
で
し
か
学
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い

長
崎
・
広
島
の
原
爆
を
現
地
に
行
き
学
習
す
る

こ
と
で
改
め
て
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
、
愚
か
さ
を

知
り
、
戦
争
が
も
た
ら
す
も
の
の
意
味
を
考

え
、
平
和
と
い
う
こ
と
が
何
か
を
深
く
考
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

事
前
学
習
で
琉
球
・
沖
縄
の
歴
史
や
沖
縄
戦

の
事
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
北
谷
町
の
成
り
立

ち
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
琉
球
だ
っ
た
こ
ろ

の
沖
縄
が
小
さ
い
の
に
な
ぜ
、
長
く
国
と
し
て

栄
え
て
い
た
の
か
沖
縄
の
人
は
、
平
和
主
義

だ
っ
た
ん
だ
な
と
思
い
私
も
見
習
い
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

長
崎
で
は
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
被

爆
し
た
鳥
居
や
山
王
神
社
の
被
爆
ス
ギ
な
ど
被

爆
し
て
も
尚
、
立
っ
て
い
る
そ
の
姿
に
と
て
も

大
き
な
安
心
感
を
感
じ
ま
し
た
。
資
料
館
で
は

目
を
背
け
た
く
な
る
様
な
資
料
の
数
々
を
見
ま

し
た
。
こ
れ
を
直
で
見
て
、
原
爆
と
い
う
も
の

が
ど
れ
だ
け
恐
ろ
し
い
も
の
な
の
か
を
知
る
の

に
は
充
分
な
衝
撃
で
し
た
。

広
島
で
は
原
爆
ド
ー
ム
や
広
島
平
和
記
念
資

料
館
へ
行
き
ま
し
た
。
中
で
も
印
象
に
残
っ
た

の
は
人
影
の
石
で
す
。
原
爆
が
ど
れ
だ
け
強
い

も
の
な
の
か
一
目
で
分
か
っ
た
か
ら
で
す
。
も

し
自
分
が
こ
の
時
代
に
い
て
、
被
害
を
受
け
て

い
た
ら
と
思
う
と
と
て
も
怖
く
感
じ
ま
し
た
。

私
が
今
回
の
平
和
学
習
派
遣
を
通
し
て
感
じ

た
事
は
、
今
の
世
の
中
が
本
当
に
平
和
な
の
だ

ろ
う
か
と
い
う
事
で
す
。
私
達
の
世
界
で
は

今
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
の
戦
争
や
イ
ス
ラ

エ
ル
と
ハ
マ
ス
の
戦
争
が
続
い
て
い
ま
す
。
私

達
の
住
む
日
本
の
近
く
に
も
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ

ル
や
中
国
の
台
湾
有
事
な
ど
近
い
将
来
戦
争
が

起
き
る
か
も
し
れ
な
い
危
険
性
が
あ
る
の
で

す
。
私
は
平
和
と
い
う
も
の
は
こ
う
い
う
も
の

だ
と
考
え
ま
す
。
平
和
と
は
、
ど
ん
な
人
で

も
、
み
ん
な
で
助
け
合
い
手
を
と
り
共
に
危
険

が
な
く
、
心
か
ら
安
心
で
き
る
自
由
な
生
活
が

で
き
る
状
態
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
今
回
の

平
和
学
習
を
通
し
て
私
は
平
和
な
世
界
を
み
ん

な
で
創
れ
る
よ
う
に
私
達
に
で
き
る
精
い
っ
ぱ

い
の
事
を
行
動
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

◉
菊
池 

紗
波（
北
谷
中
学
校
3
年
）

私
は
、
こ
の
北
谷
町
平
和
学
習
派
遣
事
業
で

初
め
て
広
島
・
長
崎
を
訪
れ
ま
し
た
。
広
島
・

長
崎
は
、
自
然
が
豊
か
で
、
街
並
み
が
す
ご
く

綺
麗
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
場
所
に
原
爆
が
落
と

さ
れ
た
と
は
考
え
き
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

長
崎
で
は
少
年
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加

し
被
爆
当
時
の
疑
似
体
験
を
し
ま
し
た
。
疑
似

体
験
で
は
、
空
襲
警
報
が
な
っ
た
と
き
の
爆
撃

か
ら
身
を
守
る
体
勢
を
練
習
、
世
界
中
の
原
爆

の
数
を
B
B
弾
の
音
で
再
現
し
た
も
の
を
聞
き

ま
し
た
。
自
分
の
家
や
学
校
、
大
切
な
場
所
が

壊
さ
れ
、
家
族
や
友
達
な
ど
自
分
の
大
切
な

人
、
も
の
が
一
瞬
に
し
て
奪
わ
れ
る
こ
と
の
怖

さ
を
、
身
を
も
っ
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
長
崎
に
落
と
さ
れ
た
フ
ァ
ッ
ト
マ
ン
と
い

う
原
爆
の
模
型
が
私
の
想
像
よ
り
何
倍
も
大
き

く
、
と
て
も
び
っ
く
り
し
た
と
同
時
に
、
原
爆

の
威
力
や
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

広
島
の
資
料
館
で
は
、
全
身
に
火
傷
や
大
怪

我
を
負
い
治
療
を
受
け
て
い
る
子
の
写
真
な
ど

を
み
て
、
子
供
た
ち
が
こ
ん
な
に
怖
い
思
い
を

し
て
い
た
と
考
え
る
と
、
今
私
が
安
心
し
て
学

校
へ
行
き
、
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
、
決
し
て
当
た
り
前
の
事
で
は
な
く
、
平
和

が
あ
る
か
ら
こ
そ
な
ん
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

 

　私
は
今
回
の
派
遣
学
習
を
通
し
て
、
平
和

な
世
界
を
実
現
す
る
た
め
、
私
に
も
で
き
る
こ

と
を
見
つ
け
ら
れ
た
気
が
し
ま
す
。

広
島
・
長
崎
で
起
こ
っ
た
こ
の
出
来
事
を
、

他
人
事
と
し
て
捉
え
ず
、
真
剣
に
向
き
合
う
こ

と
で
、
ま
ず
は
現
地
で
学
ん
で
い
た
こ
と
を
家

族
や
友
達
、
身
近
な
人
に
伝
え
、
次
の
世
代
へ

繋
い
で
い
き
た
い
で
す
。

◉
池
間 

留
詩（
北
谷
中
学
校
３
年
）

私
は
こ
の
長
崎
広
島
平
和
派
遣
事
業
を
4
日

間
通
し
て
、
原
爆
1
つ
が
人
々
の
体
や
生
活
に

与
え
る
影
響
、
平
和
と
は
ど
う
い
う
事
な
の
か

と
深
く
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

原
爆
は
地
上
で
は
な
く
上
空
で
破
裂
し
た
こ

と
を
私
は
初
め
て
知
り
な
ぜ
、
上
空
で
破
裂
さ

せ
ら
れ
た
の
か
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
原
爆
が
上
空
で
破
裂
さ

せ
ら
れ
た
理
由
は
、
地
上
だ
と
衝
撃
波
が
地
面

に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
い
破
壊
力
が
弱
く
な
っ
て

し
ま
う
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

長
崎
や
広
島
の
資
料
館
で
は
、
当
時
の
こ
と

に
つ
い
て
沢
山
学
ぶ
事
が
で
き
ま
し
た
。
特
に

印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、
黒
焦
げ
に
な
っ
て
い

る
死
体
の
写
真
で
す
。
黒
焦
げ
に
な
っ
た
死
体

の
写
真
は
モ
ノ
ク
ロ
で
し
た
が
、
白
い
と
こ
ろ

が
全
く
な
く
、
そ
れ
ほ
ど
原
爆
の
威
力
は
恐
ろ

し
い
の
で
す
。
私
は
黒
焦
げ
に
な
っ
て
い
る
死

体
の
写
真
を
見
た
時
、
嘘
の
写
真
で
は
な
い
か

と
思
う
く
ら
い
唖
然
と
し
、
原
爆
の
恐
ろ
し
さ

を
よ
り
一
層
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

長
崎
の
青
少
年
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

な
ぜ
戦
争
が
起
き
る
の
か
、
ま
た
、
そ
の
こ
と
を

起
こ
さ
な
い
た
め
の
解
決
策
に
つ
い
て
沢
山
の

人
と
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
そ
の
意
見
交
換

を
通
し
て
、
戦
争
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
は
お
互

い
が
お
互
い
の
こ
と
を
尊
重
し
、
見
栄
を
張
ら
な

い
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
私
は
思
い
ま
し
た
。

 
　現
在
、
世
界
に
は
現
役
で
使
え
る
核
兵
器
が

「
9
5
8
3
発
」
も
あ
る
そ
う
で
す
。「
長
崎
を

最
後
の
被
爆
地
に
」
と
長
崎
で
沢
山
の
人
が
訴

え
て
い
ま
し
た
が
、
本
当
に
最
後
に
な
っ
て
く

れ
る
で
し
ょ
う
か
。
国
外
で
は
戦
争
や
紛
争
な

ど
の
争
い
が
多
く
の
国
で
続
い
て
い
ま
す
。
原

爆
が
投
下
さ
れ
な
い
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
私
は
こ
の
平
和
派
遣
事
業
で
学
ん
だ
こ

と
や
沖
縄
戦
に
つ
い
て
多
く
の
人
に
伝
え
て
い

き
た
い
で
す
。
ま
た
、
自
分
が
ま
だ
知
ら
な
い

こ
と
も
学
び
、
平
和
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の

か
を
も
っ
と
深
く
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

今
年
度
８
月
８
日
〜
８
月
11
日
に
実
施
し
た
、広
島
・
長
崎
派
遣
の
報
告
で
す
。（
一
部
抜
粋
）

令
和
６
年
度 

北
谷
町
広
島
・
長
崎
平
和
学
習
派
遣
報
告
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お問い合わせ　福祉課　高齢者福祉係・障害福祉係　☎936-1234（内線2133・2122）

お問い合わせ　町長室　秘書広報係　☎936-1234（内線1110）

福祉事業者向け防災研修
北谷町民へ福祉サービスを提供している介護保険サービス

事業者および障害福祉サービス事業者が、地域の防災情報
等について理解を深め、防災力の向上を図ること等を目的に、
北谷町福祉事業者合同防災研修を行いました。
研修では、業務継続計画（BCP）や本町における災害リ

スクといった情報共有のほか、防災マップ等の活用方法や非
常時の搬送方法を確認しました。

◉
上
間 

理
叶（
北
谷
中
学
校
３
年
）

普
段
、
授
業
で
し
か
学
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い

長
崎
・
広
島
の
原
爆
を
現
地
に
行
き
学
習
す
る

こ
と
で
改
め
て
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
、
愚
か
さ
を

知
り
、
戦
争
が
も
た
ら
す
も
の
の
意
味
を
考

え
、
平
和
と
い
う
こ
と
が
何
か
を
深
く
考
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

事
前
学
習
で
琉
球
・
沖
縄
の
歴
史
や
沖
縄
戦

の
事
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
北
谷
町
の
成
り
立

ち
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
琉
球
だ
っ
た
こ
ろ

の
沖
縄
が
小
さ
い
の
に
な
ぜ
、
長
く
国
と
し
て

栄
え
て
い
た
の
か
沖
縄
の
人
は
、
平
和
主
義

だ
っ
た
ん
だ
な
と
思
い
私
も
見
習
い
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

長
崎
で
は
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
被

爆
し
た
鳥
居
や
山
王
神
社
の
被
爆
ス
ギ
な
ど
被

爆
し
て
も
尚
、
立
っ
て
い
る
そ
の
姿
に
と
て
も

大
き
な
安
心
感
を
感
じ
ま
し
た
。
資
料
館
で
は

目
を
背
け
た
く
な
る
様
な
資
料
の
数
々
を
見
ま

し
た
。
こ
れ
を
直
で
見
て
、
原
爆
と
い
う
も
の

が
ど
れ
だ
け
恐
ろ
し
い
も
の
な
の
か
を
知
る
の

に
は
充
分
な
衝
撃
で
し
た
。

広
島
で
は
原
爆
ド
ー
ム
や
広
島
平
和
記
念
資

料
館
へ
行
き
ま
し
た
。
中
で
も
印
象
に
残
っ
た

の
は
人
影
の
石
で
す
。
原
爆
が
ど
れ
だ
け
強
い

も
の
な
の
か
一
目
で
分
か
っ
た
か
ら
で
す
。
も

し
自
分
が
こ
の
時
代
に
い
て
、
被
害
を
受
け
て

い
た
ら
と
思
う
と
と
て
も
怖
く
感
じ
ま
し
た
。

私
が
今
回
の
平
和
学
習
派
遣
を
通
し
て
感
じ

た
事
は
、
今
の
世
の
中
が
本
当
に
平
和
な
の
だ

ろ
う
か
と
い
う
事
で
す
。
私
達
の
世
界
で
は

今
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
の
戦
争
や
イ
ス
ラ

エ
ル
と
ハ
マ
ス
の
戦
争
が
続
い
て
い
ま
す
。
私

達
の
住
む
日
本
の
近
く
に
も
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ

ル
や
中
国
の
台
湾
有
事
な
ど
近
い
将
来
戦
争
が

起
き
る
か
も
し
れ
な
い
危
険
性
が
あ
る
の
で

す
。
私
は
平
和
と
い
う
も
の
は
こ
う
い
う
も
の

だ
と
考
え
ま
す
。
平
和
と
は
、
ど
ん
な
人
で

も
、
み
ん
な
で
助
け
合
い
手
を
と
り
共
に
危
険

が
な
く
、
心
か
ら
安
心
で
き
る
自
由
な
生
活
が

で
き
る
状
態
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
今
回
の

平
和
学
習
を
通
し
て
私
は
平
和
な
世
界
を
み
ん

な
で
創
れ
る
よ
う
に
私
達
に
で
き
る
精
い
っ
ぱ

い
の
事
を
行
動
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

◉
菊
池 

紗
波（
北
谷
中
学
校
3
年
）

私
は
、
こ
の
北
谷
町
平
和
学
習
派
遣
事
業
で

初
め
て
広
島
・
長
崎
を
訪
れ
ま
し
た
。
広
島
・

長
崎
は
、
自
然
が
豊
か
で
、
街
並
み
が
す
ご
く

綺
麗
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
場
所
に
原
爆
が
落
と

さ
れ
た
と
は
考
え
き
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

長
崎
で
は
少
年
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加

し
被
爆
当
時
の
疑
似
体
験
を
し
ま
し
た
。
疑
似

体
験
で
は
、
空
襲
警
報
が
な
っ
た
と
き
の
爆
撃

か
ら
身
を
守
る
体
勢
を
練
習
、
世
界
中
の
原
爆

の
数
を
B
B
弾
の
音
で
再
現
し
た
も
の
を
聞
き

ま
し
た
。
自
分
の
家
や
学
校
、
大
切
な
場
所
が

壊
さ
れ
、
家
族
や
友
達
な
ど
自
分
の
大
切
な

人
、
も
の
が
一
瞬
に
し
て
奪
わ
れ
る
こ
と
の
怖

さ
を
、
身
を
も
っ
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
長
崎
に
落
と
さ
れ
た
フ
ァ
ッ
ト
マ
ン
と
い

う
原
爆
の
模
型
が
私
の
想
像
よ
り
何
倍
も
大
き

く
、
と
て
も
び
っ
く
り
し
た
と
同
時
に
、
原
爆

の
威
力
や
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

広
島
の
資
料
館
で
は
、
全
身
に
火
傷
や
大
怪

我
を
負
い
治
療
を
受
け
て
い
る
子
の
写
真
な
ど

を
み
て
、
子
供
た
ち
が
こ
ん
な
に
怖
い
思
い
を

し
て
い
た
と
考
え
る
と
、
今
私
が
安
心
し
て
学

校
へ
行
き
、
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
、
決
し
て
当
た
り
前
の
事
で
は
な
く
、
平
和

が
あ
る
か
ら
こ
そ
な
ん
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

 

　私
は
今
回
の
派
遣
学
習
を
通
し
て
、
平
和

な
世
界
を
実
現
す
る
た
め
、
私
に
も
で
き
る
こ

と
を
見
つ
け
ら
れ
た
気
が
し
ま
す
。

広
島
・
長
崎
で
起
こ
っ
た
こ
の
出
来
事
を
、

他
人
事
と
し
て
捉
え
ず
、
真
剣
に
向
き
合
う
こ

と
で
、
ま
ず
は
現
地
で
学
ん
で
い
た
こ
と
を
家

族
や
友
達
、
身
近
な
人
に
伝
え
、
次
の
世
代
へ

繋
い
で
い
き
た
い
で
す
。

◉
池
間 

留
詩（
北
谷
中
学
校
３
年
）

私
は
こ
の
長
崎
広
島
平
和
派
遣
事
業
を
4
日

間
通
し
て
、
原
爆
1
つ
が
人
々
の
体
や
生
活
に

与
え
る
影
響
、
平
和
と
は
ど
う
い
う
事
な
の
か

と
深
く
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

原
爆
は
地
上
で
は
な
く
上
空
で
破
裂
し
た
こ

と
を
私
は
初
め
て
知
り
な
ぜ
、
上
空
で
破
裂
さ

せ
ら
れ
た
の
か
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
原
爆
が
上
空
で
破
裂
さ

せ
ら
れ
た
理
由
は
、
地
上
だ
と
衝
撃
波
が
地
面

に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
い
破
壊
力
が
弱
く
な
っ
て

し
ま
う
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

長
崎
や
広
島
の
資
料
館
で
は
、
当
時
の
こ
と

に
つ
い
て
沢
山
学
ぶ
事
が
で
き
ま
し
た
。
特
に

印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、
黒
焦
げ
に
な
っ
て
い

る
死
体
の
写
真
で
す
。
黒
焦
げ
に
な
っ
た
死
体

の
写
真
は
モ
ノ
ク
ロ
で
し
た
が
、
白
い
と
こ
ろ

が
全
く
な
く
、
そ
れ
ほ
ど
原
爆
の
威
力
は
恐
ろ

し
い
の
で
す
。
私
は
黒
焦
げ
に
な
っ
て
い
る
死

体
の
写
真
を
見
た
時
、
嘘
の
写
真
で
は
な
い
か

と
思
う
く
ら
い
唖
然
と
し
、
原
爆
の
恐
ろ
し
さ

を
よ
り
一
層
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

長
崎
の
青
少
年
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

な
ぜ
戦
争
が
起
き
る
の
か
、
ま
た
、
そ
の
こ
と
を

起
こ
さ
な
い
た
め
の
解
決
策
に
つ
い
て
沢
山
の

人
と
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
そ
の
意
見
交
換

を
通
し
て
、
戦
争
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
は
お
互

い
が
お
互
い
の
こ
と
を
尊
重
し
、
見
栄
を
張
ら
な

い
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
私
は
思
い
ま
し
た
。

 

　現
在
、
世
界
に
は
現
役
で
使
え
る
核
兵
器
が

「
9
5
8
3
発
」
も
あ
る
そ
う
で
す
。「
長
崎
を

最
後
の
被
爆
地
に
」
と
長
崎
で
沢
山
の
人
が
訴

え
て
い
ま
し
た
が
、
本
当
に
最
後
に
な
っ
て
く

れ
る
で
し
ょ
う
か
。
国
外
で
は
戦
争
や
紛
争
な

ど
の
争
い
が
多
く
の
国
で
続
い
て
い
ま
す
。
原

爆
が
投
下
さ
れ
な
い
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
私
は
こ
の
平
和
派
遣
事
業
で
学
ん
だ
こ

と
や
沖
縄
戦
に
つ
い
て
多
く
の
人
に
伝
え
て
い

き
た
い
で
す
。
ま
た
、
自
分
が
ま
だ
知
ら
な
い

こ
と
も
学
び
、
平
和
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の

か
を
も
っ
と
深
く
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

今
年
度
８
月
８
日
〜
８
月
11
日
に
実
施
し
た
、広
島
・
長
崎
派
遣
の
報
告
で
す
。（
一
部
抜
粋
）

令
和
６
年
度 

北
谷
町
広
島
・
長
崎
平
和
学
習
派
遣
報
告

14広報ちゃたん　2025年2月号

お問い合わせ　企画財政課　企画調整係　☎936-1234（内線1312）

北谷町LINE公式アカウントのリッチメニューからC-BUS予約が可能となります。
また、「LINEでログイン」を押して利用者登録を行うと、次回から利用者番号やパスワー

ドの入力が不要となります。
これまで「Web予約利用したいけど難しそう」「利用したいけど利用者番号やパスワード
の入力が面倒」と思われていた皆様、LINE連携を活用して少し便利になったC-BUSを利用
してみませんか。

Ｃ－ＢＵＳ予約がもっと便利になりました！！！

お問い合わせ  保健衛生課 環境衛生係（北谷町保健相談センター）　☎982-7033

飼い主のいない猫によるフン尿被害、あちらこちらで生まれる子猫による鳴き声、猫が好きな方と嫌いな方との
間に起こる対立など、地域を悩ませていることのひとつに猫問題があります。その問題を「地域猫活動」で解決し
てみませんか。

地域猫活動について

地域猫として無料不妊手術を行った猫については、見分けがつくように耳先がカットされていて、
それがさくらの花びらに見えることから「さくらねこ」とも呼ばれています。

※動物の遺棄・虐待は犯罪です。みつけたら１１０番！！（ペットは責任を持って終生飼養を）

所有者のいない猫に不妊去勢手術を施してこれ以上増
えないようにし、一代限りの命を全うするまで、その地
域で衛生的に管理していく活動です。
そうすることで、飼い主のいない猫の数と被害を減ら
し、「住みよい地域」を作ることを目的とします。
※町では飼い主のいない猫の捕獲・引き取りはできません。

本町は、地域猫活動の普及啓発に努めるとともに、「公
益財団法人どうぶつ基金」の「無料不妊手術事業」に
参加し、無料で不妊去勢手術が受けられるチケットの交
付窓口となり、地域猫活動を支援しています。
※チケットは希望の枚数を交付できない場合があります。
　なおチケットの配布は2か月毎となっており前月の5日
　までに申請が必要となっています。

「地域猫活動」とは 無料不妊手術チケットの配布

３月よりC-BUSに新たな乗降所「Ｅ－34　翔南病院」が追加予定
です。
これまで、北谷町と沖縄市の境付近に位置する、ももやま通りへの

アクセスについて課題がありましたが、このたび、沖縄市および翔南
病院様のご協力のもと、バス停を設置させて頂くことになりました。
これにより、ももやま通りへのアクセスのしやすさが向上する他、

沖縄市循環バスとバス停を結節させ乗り換えがスムーズに行えること
から、沖縄市のその他地域への移動の利便性向上が図られます。
多くの皆様のご利用をお待ちしております。

Ｃ－ＢＵＳに新たな停留所が追加されます！！！

15 広報ちゃたん　2025年2月号

お問い合わせ　福祉課　高齢者福祉係・障害福祉係　☎936-1234（内線2133・2122）

お問い合わせ　町長室　秘書広報係　☎936-1234（内線1110）

福祉事業者向け防災研修
北谷町民へ福祉サービスを提供している介護保険サービス
事業者および障害福祉サービス事業者が、地域の防災情報
等について理解を深め、防災力の向上を図ること等を目的に、
北谷町福祉事業者合同防災研修を行いました。
研修では、業務継続計画（BCP）や本町における災害リ
スクといった情報共有のほか、防災マップ等の活用方法や非
常時の搬送方法を確認しました。

◉
上
間 

理
叶（
北
谷
中
学
校
３
年
）

普
段
、
授
業
で
し
か
学
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い

長
崎
・
広
島
の
原
爆
を
現
地
に
行
き
学
習
す
る

こ
と
で
改
め
て
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
、
愚
か
さ
を

知
り
、
戦
争
が
も
た
ら
す
も
の
の
意
味
を
考

え
、
平
和
と
い
う
こ
と
が
何
か
を
深
く
考
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

事
前
学
習
で
琉
球
・
沖
縄
の
歴
史
や
沖
縄
戦

の
事
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
北
谷
町
の
成
り
立

ち
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
琉
球
だ
っ
た
こ
ろ

の
沖
縄
が
小
さ
い
の
に
な
ぜ
、
長
く
国
と
し
て

栄
え
て
い
た
の
か
沖
縄
の
人
は
、
平
和
主
義

だ
っ
た
ん
だ
な
と
思
い
私
も
見
習
い
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

長
崎
で
は
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
被

爆
し
た
鳥
居
や
山
王
神
社
の
被
爆
ス
ギ
な
ど
被

爆
し
て
も
尚
、
立
っ
て
い
る
そ
の
姿
に
と
て
も

大
き
な
安
心
感
を
感
じ
ま
し
た
。
資
料
館
で
は

目
を
背
け
た
く
な
る
様
な
資
料
の
数
々
を
見
ま

し
た
。
こ
れ
を
直
で
見
て
、
原
爆
と
い
う
も
の

が
ど
れ
だ
け
恐
ろ
し
い
も
の
な
の
か
を
知
る
の

に
は
充
分
な
衝
撃
で
し
た
。

広
島
で
は
原
爆
ド
ー
ム
や
広
島
平
和
記
念
資

料
館
へ
行
き
ま
し
た
。
中
で
も
印
象
に
残
っ
た

の
は
人
影
の
石
で
す
。
原
爆
が
ど
れ
だ
け
強
い

も
の
な
の
か
一
目
で
分
か
っ
た
か
ら
で
す
。
も

し
自
分
が
こ
の
時
代
に
い
て
、
被
害
を
受
け
て

い
た
ら
と
思
う
と
と
て
も
怖
く
感
じ
ま
し
た
。

私
が
今
回
の
平
和
学
習
派
遣
を
通
し
て
感
じ

た
事
は
、
今
の
世
の
中
が
本
当
に
平
和
な
の
だ

ろ
う
か
と
い
う
事
で
す
。
私
達
の
世
界
で
は

今
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
の
戦
争
や
イ
ス
ラ

エ
ル
と
ハ
マ
ス
の
戦
争
が
続
い
て
い
ま
す
。
私

達
の
住
む
日
本
の
近
く
に
も
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ

ル
や
中
国
の
台
湾
有
事
な
ど
近
い
将
来
戦
争
が

起
き
る
か
も
し
れ
な
い
危
険
性
が
あ
る
の
で

す
。
私
は
平
和
と
い
う
も
の
は
こ
う
い
う
も
の

だ
と
考
え
ま
す
。
平
和
と
は
、
ど
ん
な
人
で

も
、
み
ん
な
で
助
け
合
い
手
を
と
り
共
に
危
険

が
な
く
、
心
か
ら
安
心
で
き
る
自
由
な
生
活
が

で
き
る
状
態
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
今
回
の

平
和
学
習
を
通
し
て
私
は
平
和
な
世
界
を
み
ん

な
で
創
れ
る
よ
う
に
私
達
に
で
き
る
精
い
っ
ぱ

い
の
事
を
行
動
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

◉
菊
池 

紗
波（
北
谷
中
学
校
3
年
）

私
は
、
こ
の
北
谷
町
平
和
学
習
派
遣
事
業
で

初
め
て
広
島
・
長
崎
を
訪
れ
ま
し
た
。
広
島
・

長
崎
は
、
自
然
が
豊
か
で
、
街
並
み
が
す
ご
く

綺
麗
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
場
所
に
原
爆
が
落
と

さ
れ
た
と
は
考
え
き
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

長
崎
で
は
少
年
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加

し
被
爆
当
時
の
疑
似
体
験
を
し
ま
し
た
。
疑
似

体
験
で
は
、
空
襲
警
報
が
な
っ
た
と
き
の
爆
撃

か
ら
身
を
守
る
体
勢
を
練
習
、
世
界
中
の
原
爆

の
数
を
B
B
弾
の
音
で
再
現
し
た
も
の
を
聞
き

ま
し
た
。
自
分
の
家
や
学
校
、
大
切
な
場
所
が

壊
さ
れ
、
家
族
や
友
達
な
ど
自
分
の
大
切
な

人
、
も
の
が
一
瞬
に
し
て
奪
わ
れ
る
こ
と
の
怖

さ
を
、
身
を
も
っ
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
長
崎
に
落
と
さ
れ
た
フ
ァ
ッ
ト
マ
ン
と
い

う
原
爆
の
模
型
が
私
の
想
像
よ
り
何
倍
も
大
き

く
、
と
て
も
び
っ
く
り
し
た
と
同
時
に
、
原
爆

の
威
力
や
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

広
島
の
資
料
館
で
は
、
全
身
に
火
傷
や
大
怪

我
を
負
い
治
療
を
受
け
て
い
る
子
の
写
真
な
ど

を
み
て
、
子
供
た
ち
が
こ
ん
な
に
怖
い
思
い
を

し
て
い
た
と
考
え
る
と
、
今
私
が
安
心
し
て
学

校
へ
行
き
、
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
、
決
し
て
当
た
り
前
の
事
で
は
な
く
、
平
和

が
あ
る
か
ら
こ
そ
な
ん
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

 

　私
は
今
回
の
派
遣
学
習
を
通
し
て
、
平
和

な
世
界
を
実
現
す
る
た
め
、
私
に
も
で
き
る
こ

と
を
見
つ
け
ら
れ
た
気
が
し
ま
す
。

広
島
・
長
崎
で
起
こ
っ
た
こ
の
出
来
事
を
、

他
人
事
と
し
て
捉
え
ず
、
真
剣
に
向
き
合
う
こ

と
で
、
ま
ず
は
現
地
で
学
ん
で
い
た
こ
と
を
家

族
や
友
達
、
身
近
な
人
に
伝
え
、
次
の
世
代
へ

繋
い
で
い
き
た
い
で
す
。

◉
池
間 

留
詩（
北
谷
中
学
校
３
年
）

私
は
こ
の
長
崎
広
島
平
和
派
遣
事
業
を
4
日

間
通
し
て
、
原
爆
1
つ
が
人
々
の
体
や
生
活
に

与
え
る
影
響
、
平
和
と
は
ど
う
い
う
事
な
の
か

と
深
く
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

原
爆
は
地
上
で
は
な
く
上
空
で
破
裂
し
た
こ

と
を
私
は
初
め
て
知
り
な
ぜ
、
上
空
で
破
裂
さ

せ
ら
れ
た
の
か
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
原
爆
が
上
空
で
破
裂
さ

せ
ら
れ
た
理
由
は
、
地
上
だ
と
衝
撃
波
が
地
面

に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
い
破
壊
力
が
弱
く
な
っ
て

し
ま
う
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

長
崎
や
広
島
の
資
料
館
で
は
、
当
時
の
こ
と

に
つ
い
て
沢
山
学
ぶ
事
が
で
き
ま
し
た
。
特
に

印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、
黒
焦
げ
に
な
っ
て
い

る
死
体
の
写
真
で
す
。
黒
焦
げ
に
な
っ
た
死
体

の
写
真
は
モ
ノ
ク
ロ
で
し
た
が
、
白
い
と
こ
ろ

が
全
く
な
く
、
そ
れ
ほ
ど
原
爆
の
威
力
は
恐
ろ

し
い
の
で
す
。
私
は
黒
焦
げ
に
な
っ
て
い
る
死

体
の
写
真
を
見
た
時
、
嘘
の
写
真
で
は
な
い
か

と
思
う
く
ら
い
唖
然
と
し
、
原
爆
の
恐
ろ
し
さ

を
よ
り
一
層
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

長
崎
の
青
少
年
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

な
ぜ
戦
争
が
起
き
る
の
か
、
ま
た
、
そ
の
こ
と
を

起
こ
さ
な
い
た
め
の
解
決
策
に
つ
い
て
沢
山
の

人
と
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
そ
の
意
見
交
換

を
通
し
て
、
戦
争
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
は
お
互

い
が
お
互
い
の
こ
と
を
尊
重
し
、
見
栄
を
張
ら
な

い
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
私
は
思
い
ま
し
た
。

 

　現
在
、
世
界
に
は
現
役
で
使
え
る
核
兵
器
が

「
9
5
8
3
発
」
も
あ
る
そ
う
で
す
。「
長
崎
を

最
後
の
被
爆
地
に
」
と
長
崎
で
沢
山
の
人
が
訴

え
て
い
ま
し
た
が
、
本
当
に
最
後
に
な
っ
て
く

れ
る
で
し
ょ
う
か
。
国
外
で
は
戦
争
や
紛
争
な

ど
の
争
い
が
多
く
の
国
で
続
い
て
い
ま
す
。
原

爆
が
投
下
さ
れ
な
い
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
私
は
こ
の
平
和
派
遣
事
業
で
学
ん
だ
こ

と
や
沖
縄
戦
に
つ
い
て
多
く
の
人
に
伝
え
て
い

き
た
い
で
す
。
ま
た
、
自
分
が
ま
だ
知
ら
な
い

こ
と
も
学
び
、
平
和
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の

か
を
も
っ
と
深
く
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

今
年
度
８
月
８
日
〜
８
月
11
日
に
実
施
し
た
、広
島
・
長
崎
派
遣
の
報
告
で
す
。（
一
部
抜
粋
）

令
和
６
年
度 

北
谷
町
広
島
・
長
崎
平
和
学
習
派
遣
報
告

14広報ちゃたん　2025年2月号

お問い合わせ　企画財政課　企画調整係　☎936-1234（内線1312）

北谷町LINE公式アカウントのリッチメニューからC-BUS予約が可能となります。
また、「LINEでログイン」を押して利用者登録を行うと、次回から利用者番号やパスワー

ドの入力が不要となります。
これまで「Web予約利用したいけど難しそう」「利用したいけど利用者番号やパスワード

の入力が面倒」と思われていた皆様、LINE連携を活用して少し便利になったC-BUSを利用
してみませんか。

Ｃ－ＢＵＳ予約がもっと便利になりました！！！

お問い合わせ  保健衛生課 環境衛生係（北谷町保健相談センター）　☎982-7033

飼い主のいない猫によるフン尿被害、あちらこちらで生まれる子猫による鳴き声、猫が好きな方と嫌いな方との
間に起こる対立など、地域を悩ませていることのひとつに猫問題があります。その問題を「地域猫活動」で解決し
てみませんか。

地域猫活動について

地域猫として無料不妊手術を行った猫については、見分けがつくように耳先がカットされていて、
それがさくらの花びらに見えることから「さくらねこ」とも呼ばれています。

※動物の遺棄・虐待は犯罪です。みつけたら１１０番！！（ペットは責任を持って終生飼養を）

所有者のいない猫に不妊去勢手術を施してこれ以上増
えないようにし、一代限りの命を全うするまで、その地
域で衛生的に管理していく活動です。
そうすることで、飼い主のいない猫の数と被害を減ら
し、「住みよい地域」を作ることを目的とします。
※町では飼い主のいない猫の捕獲・引き取りはできません。

本町は、地域猫活動の普及啓発に努めるとともに、「公
益財団法人どうぶつ基金」の「無料不妊手術事業」に
参加し、無料で不妊去勢手術が受けられるチケットの交
付窓口となり、地域猫活動を支援しています。
※チケットは希望の枚数を交付できない場合があります。
　なおチケットの配布は2か月毎となっており前月の5日
　までに申請が必要となっています。

「地域猫活動」とは 無料不妊手術チケットの配布

３月よりC-BUSに新たな乗降所「Ｅ－34　翔南病院」が追加予定
です。
これまで、北谷町と沖縄市の境付近に位置する、ももやま通りへの
アクセスについて課題がありましたが、このたび、沖縄市および翔南
病院様のご協力のもと、バス停を設置させて頂くことになりました。
これにより、ももやま通りへのアクセスのしやすさが向上する他、
沖縄市循環バスとバス停を結節させ乗り換えがスムーズに行えること
から、沖縄市のその他地域への移動の利便性向上が図られます。
多くの皆様のご利用をお待ちしております。

Ｃ－ＢＵＳに新たな停留所が追加されます！！！

15 広報ちゃたん　2025年2月号



所蔵資料 120 国道の横断 北谷町公文書館報

お問い合わせ　公文書館　☎982-7739 公文書館では北谷に関する資料を収集しています。資料の種類や新旧に関わらず、
ご寄贈や情報提供などのご協力をお願いします。

　1970年初頭から、交通量が急激に増加し、それに伴い全国で交通
事故が急増し社会問題となっていました。この頃、北谷村砂辺区に住
む小学生は、村内の小学校が遠いため、通学の便利さを考慮して嘉手
納小学校へ通うことになっていました。また、中学生も距離のある北
谷中学校に通っていました。そのため通学の際は、最も交通量の多い
国道58号を横断しなければなりませんでした（写真参照）。 
　こうした状況を受けて、北谷村は国に対して国道58号へ歩道橋の
設置を求めていました。その結果、
1975年（昭和50年）6月から砂辺を
皮切りに、謝苅入口や北前に歩道橋
が架設されることとなりました。

［掲載資料］写真: 30620019423 横断歩道／砂辺(1975年) 
公文書館
ホームページ

購入はこちらから（イープラス） 

写真を公文書館
検索システムで見る

　今年もAgreスタジアム北谷を主会場に「2025中日
ドラゴンズ春季キャンプ」（１軍）が行われます。井上一
樹新監督のもと「どらポジ Very Positive Dragons」
を新スローガンに掲げ2025シーズンに向けスタート
します！この「どらポジ」は、ドラゴンズのドラとポジ
ティブのポジを縮めた形で、イラストの口を閉じた竜
と開いた竜は沖縄のシーサーをイメージしているとの
ことです。今年も町一体となって「リーグ優勝」そして
「日本一」目指して応援していきましょう！ 

※チケット購入はオンラインのみの購入と
なり、当日球場での現金販売はありませ
んので、事前にご購入くださいますよう
お願い致します。 

2月22日（土）
23日（日）

24日（月・祝）

VS 千葉ロッテマリーンズ【14:00開始】 
VS 阪神タイガース　　　【13:30開始】 
VS 広島東洋カープ　　　【13:30開始】 

2025 中日ドラゴンズ
春季キャンプ及びプロ野球オープン戦のお知らせ 

お問い合わせ　中日ドラゴンズ北谷協力会事務局（北谷町観光協会内）　☎926-5678

春季キャンプ期間：2月1日～25日
中日ドラゴンズ  プロ野球オープン戦

チケットはオンラインで販売中 !!
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　北
谷
町
教
育
委
員
会
で
は
、
令
和
７
年
４
月
に

小
・
中
学
校
に
入
学
予
定
の
児
童
生
徒
の
保
護

者
又
は
小
・
中
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
の

保
護
者
に
対
し
、
学
校
で
必
要
な
学
用
品
費
や
修

学
旅
行
費
な
ど
の
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

●
対
象
者 

（
１
） 

入
学
前
申
請 

令
和
７
年
４
月
に
小
・
中
学

校
入
学
予
定
の
児
童
生
徒
の
保
護
者

（
２
） 

継
続
申
請 

現
在
、小
・
中
学
校
に
在
籍
す
る
児

童
生
徒
の
保
護
者（
現
中
学
３
年
生
は
除
く
。）

●
就
学
援
助
認
定
要
件 

（
１
） 

生
活
保
護
の
廃
止
又
は
停
止
を
受
け
た
世
帯

（
２
） 

市
町
村
民
税（
所
得
割
額
）が
非
課
税
の
世
帯

（
３
） 

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
世
帯

●
申
請
方
法
・
申
請
場
所

　申
請
を
希
望
す
る
方
は
、
申
請
書
に
必
要
書
類

を
添
え
て
次
の
申
請
場
所
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

　

 

（
１
） 

入
学
前
申
請 

学
校
教
育
課（
北
谷
町
役
場
３
階
）

（
２
） 

継
続
申
請 

各
学
校
事
務
室 

又
は 

学
校
教
育
課   

※

申
請
書
及
び
必
要
書
類
等
の
詳
細
は
、
学
校
教

育
課
又
は
各
学
校
に
て
配
布
し
て
い
ま
す
。

※

入
学
前
申
請
で
認
定
さ
れ
た
方
は
、
就
学
援
助

の
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
を
入
学
前
（
３

月
）に
支
給
し
ま
す
。

●
申
請
期
間

　２
月
３
日（
月
）〜
２
月
14
日（
金
）ま
で  

●
お
問
い
合
わ
せ

　学
校
教
育
課

　指
導
係

　☎
９
３
６-

１
２
３
４（
内
線
５
２
１
１
）

□
就
学
援
助
の
入
学
前
申
請・継
続
申
請
の

　
お
知
ら
せ    

●
納
期
限

２
月
28
日（
金
）

※

納
付
書
は
期
限
が
過
ぎ
て
し
ま
う
と
使
用
で

き
ま
せ
ん
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　税
務
課 

納
税
係

　☎
９
３
６-

１
２
３
４（
内
線
１
６
３
０
）

□
２
月
は
固
定
資
産
税
の
納
期（
第
四
期
）で
す

イ
ベ
ン
ト

　消
費
生
活
相
談
室
で
は
、
暮
ら
し
に
お
け
る
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
付
け
て
お
り
、
消
費

生
活
相
談
員
が
消
費
生
活
に
関
す
る
問
題
解
決

へ
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。（
事
業
者
は
受

付
で
き
ま
せ
ん
。） 

　相
談
は
無
料
で
、
予
約
不
可
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。ま
た
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
お
困
り
の
際
は
、
お
気
軽
に
相
談
室
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。 

●
開
設
日
時

　毎
週
木
曜
日（
祝
日
を
除
く
） 

　10
時
〜
正
午
、13
時
〜
16
時 

　

※

先
着
順
と
な
り
ま
す
。  

●
場
所

　北
谷
町
役
場

　３
階

　３
０
２
会
議
室

※

１
月
か
ら
３
月
ま
で
は
２
階
２
０
５
会
議
室
か

ら
３
階
３
０
２
会
議
室
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　経
済
振
興
課

　商
工
労
働
係

　☎
９
３
６-

１
２
３
４（
内
線
３
３
２
１
）

□
消
費
生
活
相
談
室

家
庭
菜
園
を
お
持
ち
の
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い

　沖
縄
本
島
北
部
地
域
に
お
い
て
令
和
６
年
３

月
、
海
外
か
ら
侵
入
し
た
農
作
物
の
害
虫
「
セ
グ

ロ
ウ
リ
ミ
バ
エ
」
が
ト
ラ
ッ
プ
調
査
に
よ
り
発
見

さ
れ
ま
し
た
。同
年
11
月
に
は
、
本
島
中
部
地
域

で
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。本
種
が
ま
ん
延
す
る

と
農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ

る
た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
発
生
状
況
調

査
・
防
除
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。家
庭
菜
園
を

お
持
ち
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
以
下
の
ご

協
力
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
１
）
栽
培
が
終
わ
っ
た
作
物
は
速
や
か
に
片
づ

け
ま
し
ょ
う 

（
２
）
不
要
な
果
実
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
密

閉
し
、虫
が
死
滅
し
て
か
ら
地
域
の
ル
ー
ル

に
従
い
処
分
し
ま
し
ょ
う 

（
３
）
地
域
外
へ
の
ウ
リ
科
果
実
の
持
ち
出
し
は

控
え
ま
し
ょ
う 

（
４
）
で
き
る
だ
け
ウ
リ
科
野
菜
の
栽
培
を
控
え

ま
し
ょ
う 

も
し
ウ
リ
類
の
中
に
ウ
ジ
（
幼
虫
）
を
見
つ
け
た

ら
す
ぐ
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

●
お
問
い
合
わ
せ

　経
済
振
興
課 

農
林
水
産
係

　☎
９
３
６-

１
２
３
４

　（
内
線
３
３
１
１
）

　中
部
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

　☎
８
９
４-

６
５
２
１

□
セ
グ
ロ
ウ
リ
ミ
バ
エ
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
！ 

は
か
り
は
２
年
に
１
回
定
期
検
査
が
あ
り
ま
す
！ 

　○
計
量
法
の
規
定
よ
り
、
取
引
や
証
明
に
使
用

す
る「
は
か
り
」に
つ
い
て
は
、
２
年
に
１
回
の
定

期
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
定
期
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、お
願
い
し
ま
す
。 

●
日
時

　２
月
17
日（
月
）10
時
〜
正
午
、13
時
〜
15
時 

※

検
査
の
最
終
受
付
は
、
検
査
終
了
時
刻
30
分
前

と
な
り
ま
す
。  

●
検
査
会
場

　北
谷
町
商
工
業
研
修
等
施
設

●
持
参
す
る
も
の

・
は
か
り
（
は
か
り
と
組
ん
で
使
用
す
る
分
銅
・

お
も
り
類
を
含
む
）・
検
査
手
数
料（
現
金
）

※

検
査
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
令
和
６
年
度
は
か
り
定
期
検
査
」
中

の
「
は
か
り
の
検
査
手
数
料
」
よ
り
ご
確
認
し

て
い
た
だ
き
、
お
釣
り
が
で
な
い
よ
う
、
ご
用

意
お
願
い
し
ま
す
。 

※

は
か
り
の
台
数
が
多
く
て
持
ち
込
み
が
困
難

な
場
合
や
今
回
の
定
期
検
査
の
日
時
に
受
検

で
き
な
い
場
合
は
、
代
検
査
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。検
査
資
格
を
持
っ
た
計
量
士
が
出
張
し
て

検
査
を
行
い
ま
す
。
代
検
査
料
金
に
つ
い
て

は
、
沖
縄
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
は
か
り
の
定
期

検
査
」
中
の
【
代
検
査
が
で
き
る
計
量
士
】
に
記

載
の
業
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
令
和
６
年
度
は
か
り
定
期
検
査
の
お
知
ら
せ

災
害
の
被
害
を
軽
減
す
る
に
は
、 

　

①「
自
助
」
は
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
取
り
組
む
こ

と（
非
常
持
ち
出
し
袋
の
準
備
、
家
具
の
固
定
、

食
料
品
や
避
難
場
所
の
確
認
等
）、 

②「
共
助
」
は
地
域
や
身
近
に
い
る
人
ど
う
し
が

一
緒
に
取
り
組
む
こ
と
（
防
災
訓
練
参
加
、
隣

近
所
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
）、 

③「
公
助
」
は
国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
が
災
害

対
策
に
取
り
組
む
こ
と
（
救
助
活
動
や
支
援
物

資
等
） 

が
あ
り
ま
す
。 

　災
害
時
に
は
公
助
の
対
応
力
は
小
さ
く
な

り
、
自
助
・
共
助
の
重
要
性
が
大
き
く
な
り
ま

す
。
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
、

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う

考
え
を
持
ち
、
日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
て
お
き

ま
し
ょ
う
！ 

●
お
問
い
合
わ
せ

　基
地
・
安
全
対
策
課

　住
民
安
全
係

☎
９
３
６-

１
２
３
４

（
内
線
１
４
１
３ 

） 

□
自
助・共
助・公
助
の
役
割
を
知
っ
て
災
害
に

備
え
ま
し
ょ
う
！   

町
か
ら
の

　
　お
知
ら
せ
・
募
集

お
知
ら
せ

　65
歳
以
上
の
方
を
主
な
対
象
と
す
る
高
齢
者

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
及
び
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
期
間
は
２
月
28
日（
金
）
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
事
前
に
接
種
券
の
申
請
・

発
行
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
左
記
ま
で
ご
連

絡
・
お
問
い
合
わ
せ
を
お
願
い
し
ま
す
。 

●
対
象
者

１
．満
65
歳
以
上
の
方 

２
．60
歳
〜
64
歳
で
対
象
と
な
る
方（※

） 

　

※

心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
に
障
害

を
有
す
る
方
及
び
、
免
疫
等
の
機
能
に
障
害
を

有
す
る
方（
身
障
１
級
程
度
）

●
お
問
い
合
わ
せ

　保
健
衛
生
課

　健
康
係

　（
北
谷
町
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
）

　☎
９
３
６-

４
３
３
６

□
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
及
び

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
の
期
間

は
２
月
末
ま
で
で
す
！ 

☝詳しくはこちら

﹇
検
査
の
対
象
と
な
る
は
か
り
例
﹈ 

・
ス
ー
パ
ー
、
商
店
な
ど
で
商
品
の
売
買
に
使
用

す
る
は
か
り 

・
病
院
、保
健
所
、学
校
な
ど
で
健
康
診
断
証
明
に

使
用
す
る
体
重
計 

・
薬
局
な
ど
で
調
剤
に
使
用
す
る
は
か
り

﹇
検
査
の
対
象
に
な
ら
な
い
例
﹈ 

・
家
庭
に
あ
る
体
重
計 

・
郵
便
局
の
料
金
目
安
を
調
べ
る
た
め
に
使
用
す

る
は
か
り 

・
家
庭
や
飲
食
店
等
の
調
理
用
は
か
り 

●
お
問
い
合
わ
せ

　（
は
か
り
、検
査
に
つ
い
て
）沖
縄
県
計
量
検
定
所

　☎
８
８
９-

２
７
７
５

　（
会
場
等
に
つ
い
て
）

　経
済
振
興
課

　商
工
労
働
係

　☎
９
３
６-

１
２
３
４（
内
線
３
３
２
１
）
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　北
谷
町
教
育
委
員
会
で
は
、
令
和
７
年
４
月
に

小
・
中
学
校
に
入
学
予
定
の
児
童
生
徒
の
保
護

者
又
は
小
・
中
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
の

保
護
者
に
対
し
、
学
校
で
必
要
な
学
用
品
費
や
修

学
旅
行
費
な
ど
の
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

●
対
象
者 

（
１
） 

入
学
前
申
請 

令
和
７
年
４
月
に
小
・
中
学

校
入
学
予
定
の
児
童
生
徒
の
保
護
者

（
２
） 

継
続
申
請 

現
在
、小
・
中
学
校
に
在
籍
す
る
児

童
生
徒
の
保
護
者（
現
中
学
３
年
生
は
除
く
。）

●
就
学
援
助
認
定
要
件 

（
１
） 

生
活
保
護
の
廃
止
又
は
停
止
を
受
け
た
世
帯

（
２
） 

市
町
村
民
税（
所
得
割
額
）が
非
課
税
の
世
帯

（
３
） 

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
世
帯

●
申
請
方
法
・
申
請
場
所

　申
請
を
希
望
す
る
方
は
、
申
請
書
に
必
要
書
類

を
添
え
て
次
の
申
請
場
所
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

　

 

（
１
） 

入
学
前
申
請 

学
校
教
育
課（
北
谷
町
役
場
３
階
）

（
２
） 

継
続
申
請 

各
学
校
事
務
室 

又
は 

学
校
教
育
課   

※

申
請
書
及
び
必
要
書
類
等
の
詳
細
は
、
学
校
教

育
課
又
は
各
学
校
に
て
配
布
し
て
い
ま
す
。

※

入
学
前
申
請
で
認
定
さ
れ
た
方
は
、
就
学
援
助

の
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
を
入
学
前
（
３

月
）に
支
給
し
ま
す
。

●
申
請
期
間

　２
月
３
日（
月
）〜
２
月
14
日（
金
）ま
で  

●
お
問
い
合
わ
せ

　学
校
教
育
課

　指
導
係

　☎
９
３
６-

１
２
３
４（
内
線
５
２
１
１
）

□
就
学
援
助
の
入
学
前
申
請・継
続
申
請
の

　
お
知
ら
せ    

●
納
期
限

２
月
28
日（
金
）

※

納
付
書
は
期
限
が
過
ぎ
て
し
ま
う
と
使
用
で

き
ま
せ
ん
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　税
務
課 

納
税
係

　☎
９
３
６-

１
２
３
４（
内
線
１
６
３
０
）

□
２
月
は
固
定
資
産
税
の
納
期（
第
四
期
）で
す

イ
ベ
ン
ト

　消
費
生
活
相
談
室
で
は
、
暮
ら
し
に
お
け
る
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
付
け
て
お
り
、
消
費

生
活
相
談
員
が
消
費
生
活
に
関
す
る
問
題
解
決

へ
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。（
事
業
者
は
受

付
で
き
ま
せ
ん
。） 

　相
談
は
無
料
で
、
予
約
不
可
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。ま
た
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
お
困
り
の
際
は
、
お
気
軽
に
相
談
室
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。 

●
開
設
日
時

　毎
週
木
曜
日（
祝
日
を
除
く
） 

　10
時
〜
正
午
、13
時
〜
16
時 

　

※

先
着
順
と
な
り
ま
す
。  

●
場
所

　北
谷
町
役
場

　３
階

　３
０
２
会
議
室

※

１
月
か
ら
３
月
ま
で
は
２
階
２
０
５
会
議
室
か

ら
３
階
３
０
２
会
議
室
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　経
済
振
興
課

　商
工
労
働
係

　☎
９
３
６-

１
２
３
４（
内
線
３
３
２
１
）

□
消
費
生
活
相
談
室

家
庭
菜
園
を
お
持
ち
の
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い

　沖
縄
本
島
北
部
地
域
に
お
い
て
令
和
６
年
３

月
、
海
外
か
ら
侵
入
し
た
農
作
物
の
害
虫
「
セ
グ

ロ
ウ
リ
ミ
バ
エ
」
が
ト
ラ
ッ
プ
調
査
に
よ
り
発
見

さ
れ
ま
し
た
。同
年
11
月
に
は
、
本
島
中
部
地
域

で
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。本
種
が
ま
ん
延
す
る

と
農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ

る
た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
発
生
状
況
調

査
・
防
除
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。家
庭
菜
園
を

お
持
ち
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
以
下
の
ご

協
力
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
１
）
栽
培
が
終
わ
っ
た
作
物
は
速
や
か
に
片
づ

け
ま
し
ょ
う 

（
２
）
不
要
な
果
実
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
密

閉
し
、虫
が
死
滅
し
て
か
ら
地
域
の
ル
ー
ル

に
従
い
処
分
し
ま
し
ょ
う 

（
３
）
地
域
外
へ
の
ウ
リ
科
果
実
の
持
ち
出
し
は

控
え
ま
し
ょ
う 

（
４
）
で
き
る
だ
け
ウ
リ
科
野
菜
の
栽
培
を
控
え

ま
し
ょ
う 

も
し
ウ
リ
類
の
中
に
ウ
ジ
（
幼
虫
）
を
見
つ
け
た

ら
す
ぐ
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

●
お
問
い
合
わ
せ

　経
済
振
興
課 

農
林
水
産
係

　☎
９
３
６-

１
２
３
４

　（
内
線
３
３
１
１
）

　中
部
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

　☎
８
９
４-

６
５
２
１

□
セ
グ
ロ
ウ
リ
ミ
バ
エ
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
！ 

は
か
り
は
２
年
に
１
回
定
期
検
査
が
あ
り
ま
す
！ 

　○
計
量
法
の
規
定
よ
り
、
取
引
や
証
明
に
使
用

す
る「
は
か
り
」に
つ
い
て
は
、
２
年
に
１
回
の
定

期
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
定
期
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、お
願
い
し
ま
す
。 

●
日
時

　２
月
17
日（
月
）10
時
〜
正
午
、13
時
〜
15
時 

※

検
査
の
最
終
受
付
は
、
検
査
終
了
時
刻
30
分
前

と
な
り
ま
す
。  

●
検
査
会
場

　北
谷
町
商
工
業
研
修
等
施
設

●
持
参
す
る
も
の

・
は
か
り
（
は
か
り
と
組
ん
で
使
用
す
る
分
銅
・

お
も
り
類
を
含
む
）・
検
査
手
数
料（
現
金
）

※

検
査
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
令
和
６
年
度
は
か
り
定
期
検
査
」
中

の
「
は
か
り
の
検
査
手
数
料
」
よ
り
ご
確
認
し

て
い
た
だ
き
、
お
釣
り
が
で
な
い
よ
う
、
ご
用

意
お
願
い
し
ま
す
。 

※

は
か
り
の
台
数
が
多
く
て
持
ち
込
み
が
困
難

な
場
合
や
今
回
の
定
期
検
査
の
日
時
に
受
検

で
き
な
い
場
合
は
、
代
検
査
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。検
査
資
格
を
持
っ
た
計
量
士
が
出
張
し
て

検
査
を
行
い
ま
す
。
代
検
査
料
金
に
つ
い
て

は
、
沖
縄
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
は
か
り
の
定
期

検
査
」
中
の
【
代
検
査
が
で
き
る
計
量
士
】
に
記

載
の
業
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
令
和
６
年
度
は
か
り
定
期
検
査
の
お
知
ら
せ

災
害
の
被
害
を
軽
減
す
る
に
は
、 

　

①「
自
助
」
は
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
取
り
組
む
こ

と（
非
常
持
ち
出
し
袋
の
準
備
、
家
具
の
固
定
、

食
料
品
や
避
難
場
所
の
確
認
等
）、 

②「
共
助
」
は
地
域
や
身
近
に
い
る
人
ど
う
し
が

一
緒
に
取
り
組
む
こ
と
（
防
災
訓
練
参
加
、
隣

近
所
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
）、 

③「
公
助
」
は
国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
が
災
害

対
策
に
取
り
組
む
こ
と
（
救
助
活
動
や
支
援
物

資
等
） 

が
あ
り
ま
す
。 

　災
害
時
に
は
公
助
の
対
応
力
は
小
さ
く
な

り
、
自
助
・
共
助
の
重
要
性
が
大
き
く
な
り
ま

す
。
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
、

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う

考
え
を
持
ち
、
日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
て
お
き

ま
し
ょ
う
！ 

●
お
問
い
合
わ
せ

　基
地
・
安
全
対
策
課

　住
民
安
全
係

☎
９
３
６-

１
２
３
４

（
内
線
１
４
１
３ 

） 

□
自
助・共
助・公
助
の
役
割
を
知
っ
て
災
害
に

備
え
ま
し
ょ
う
！   

町
か
ら
の

　
　お
知
ら
せ
・
募
集

お
知
ら
せ

　65
歳
以
上
の
方
を
主
な
対
象
と
す
る
高
齢
者

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
及
び
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
期
間
は
２
月
28
日（
金
）
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
事
前
に
接
種
券
の
申
請
・

発
行
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
左
記
ま
で
ご
連

絡
・
お
問
い
合
わ
せ
を
お
願
い
し
ま
す
。 

●
対
象
者

１
．満
65
歳
以
上
の
方 

２
．60
歳
〜
64
歳
で
対
象
と
な
る
方（※

） 

　

※

心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
に
障
害

を
有
す
る
方
及
び
、
免
疫
等
の
機
能
に
障
害
を

有
す
る
方（
身
障
１
級
程
度
）

●
お
問
い
合
わ
せ

　保
健
衛
生
課

　健
康
係

　（
北
谷
町
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
）

　☎
９
３
６-

４
３
３
６

□
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
及
び

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
の
期
間

は
２
月
末
ま
で
で
す
！ 

☝詳しくはこちら

﹇
検
査
の
対
象
と
な
る
は
か
り
例
﹈ 

・
ス
ー
パ
ー
、
商
店
な
ど
で
商
品
の
売
買
に
使
用

す
る
は
か
り 

・
病
院
、保
健
所
、学
校
な
ど
で
健
康
診
断
証
明
に

使
用
す
る
体
重
計 

・
薬
局
な
ど
で
調
剤
に
使
用
す
る
は
か
り

﹇
検
査
の
対
象
に
な
ら
な
い
例
﹈ 

・
家
庭
に
あ
る
体
重
計 

・
郵
便
局
の
料
金
目
安
を
調
べ
る
た
め
に
使
用
す

る
は
か
り 

・
家
庭
や
飲
食
店
等
の
調
理
用
は
か
り 

●
お
問
い
合
わ
せ

　（
は
か
り
、検
査
に
つ
い
て
）沖
縄
県
計
量
検
定
所

　☎
８
８
９-

２
７
７
５

　（
会
場
等
に
つ
い
て
）

　経
済
振
興
課

　商
工
労
働
係

　☎
９
３
６-

１
２
３
４（
内
線
３
３
２
１
）
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本
町
に
お
い
て
執
行
す
る
選
挙
に
関
し
、
選
挙

の
投
票
立
会
人
を
公
募
し
て
い
ま
す
。 

●
投
票
立
会
人
の
仕
事

　

　有
権
者
の
代
表
と
し
て
投
票
に
立
ち
会
い
、
投
票

所
の
開
閉
か
ら
投
票
箱
を
開
票
所
に
運
ぶ
ま
で
投
票

が
公
正
、
適
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
監
視
す
る
重
要
な

仕
事
で
す
。投
票
立
会
人
が
し
っ
か
り
監
視
す
る
こ

と
で
公
正
な
選
挙
が
守
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
応
募
資
格

　北
谷
町
内
在
住
の
18
歳
以
上
で
、
選
挙
権
が
あ

る
方（
18
歳
〜
30
代
の
方
、大
歓
迎
で
す
。） 

●
選
任
方
法

　

応
募
さ
れ
た
方
を
立
会
人
予
定
者
名
簿
に
登
録

し
、選
挙
が
行
わ
れ
る
際
に
登
録
者
の
中
か
ら
選

挙
管
理
委
員
会
が
選
任
し
ま
す
。定
数
以
上
の
方

が
登
録
さ
れ
る
た
め
、必
ず
希
望
ど
お
り
に
立
会

人
と
し
て
選
任
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

●
投
票
日
の
立
ち
会
い
の
場
合

時
間
／
投
票
日
の
６
時
30
分
〜
20
時
30
分 

報
酬
／
日
額
１
０
，９
０
０
円 

場
所
／
応
募
し
た
方
が
投
票
す
る
投
票
所  

●
期
日
前
投
票
所
で
の
立
ち
会
い
の
場
合

期
日
／
告
示
日
（
公
示
日
）
の
翌
日
か
ら
投
票
日
前

　
　
　日
ま
で
の
期
間
の
日 

報
酬
／
日
額
９
，６
０
０
円 

時
間
／
８
時
〜
20
時
30
分

場
所
／
北
谷
町
役
場  

●
申
し
込
み
方
法

　町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
「
投
票
立
会
人
登
録

申
込
書
」に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
北
谷
町
選
挙
管

理
委
員
会
（
北
谷
町
役
場
２
階
）
に
直
接
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。申
し
込
み
受
付
は
平
日
９
時
か
ら

17
時（
昼
休
み
を
除
く
）ま
で
と
し
ま
す
。必
ず
、
事

前
に
事
務
局
へ
電
話
で
確
認
を
行
っ
て
か
ら
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。 

　ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま

す
。二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
入
力
し
て
く

だ
さ
い
。 

　以
前
に
登
録
し
た
方
で
、
辞
退
を
希
望
す
る
場

合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

●
お
問
い
合
わ
せ

　北
谷
町
選
挙
管
理
委
員
会 

　☎
９
３
６-

１
２
３
４

　（
内
線
４
２
０
１
）

□
選
挙
の
投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す
！  

　地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
シ
ニ
ア
の
備
え
講
座
」
と

題
し
、
終
活
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め

□
北
谷
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
主
催

　「
２
月
シ
ニ
ア
の
備
え
講
座
〜

　
ど
う
す
る
相
続
？
ど
う
や
る
備
え
？
」 

□
北
谷
町
防
災
講
演
会 

　「
津
波
か
ら
の
避
難
及
び
避
難
所
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
受
入
れ
に
つ
い
て
」 

　（
消
防
庁

　防
災
意
識
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
） 

　本
町
に
お
け
る
災
害
対
応
力
の
強
化
や
地
域

住
民
・
事
業
者
等
の
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、防
災
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。 

　津
波
か
ら
の
避
難
や
避
難
所
で
の
避
難
者
受

け
入
れ
等
は
、
災
害
発
生
時
に
命
を
守
る
重
要
な

事
項
で
す
。講
師
の
災
害
経
験
を
も
と
に
し
た
貴

重
な
講
演
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

●
日
時

　２
月
９
日（
日
）

　10
時
〜
正
午

●
場
所

　ち
ゃ
た
ん
ニ
ラ
イ
セ
ン
タ
ー
講
座
室 

●
講
師

　元
岩
手
県
釜
石
市
中
学
教
員
、

　
　
　
　糸
日
谷 

美
奈
子 

氏 

●
講
話
内
容

　「
津
波
か
ら
の
避
難
及
び
避
難
所
の
受
入
れ
に
つ

い
て
」

●
対
象

　防
災
に
興
味
が
あ
る
方

●
定
員

　１
０
０
名
予
定（
先
着
順
）

●
申
込
期
限

　２
月
５
日（
水
）※

電
話
受
付

●
お
問
い
合
わ
せ

　基
地
・
安
全
対
策
課

　住
民
安
全
係 

　☎
９
３
６-

１
２
３
４（
内
線
１
４
１
３
）

北
谷
町
町
民
農
園
利
用
者
の
募
集
を
行
い
ま

す
。詳
細
に
つ
い
て
は
北
谷
町
公
式
ホ
ー
ム
ぺ
ー

ジ
を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
北
谷
町
経
済
振
興
課

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。  

●
申
込
方
法

　

書
類
提
出
に
よ
る
申
し
込
み 

●
受
付
日
時

２
月
３
日（
月
）〜
３
月
３
日（
月
）

（
９
時
〜
16
時

　土
日
祝
日
を
除
く
。） 

●
貸
付
予
定
期
間

貸
付
決
定
日
〜
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

（
た
だ
し
２
回
ま
で
更
新
可
能
）  

●
貸
付
区
画

　募
集
区
画
数
を
超
え
る
申
請
が
あ
っ
た
場
合
は
抽
選 

●
所
在
地

　字
砂
辺
２
５
１
番
地
４
、２
５
２
番
地
１
、２
５
３
番
地

●
料
金

　１
区
画
３
，０
０
０
円
／
年  

●
提
出
書
類

　特
定
農
地
借
受
申
込
書
、住
民
票
謄
本    

●
提
出
先

　経
済
振
興
課

　農
林
水
産
係 

　☎
９
３
６-

１
２
３
４（
内
線
３
３
１
１
）

□
北
谷
町
町
民
農
園 

　
利
用
者
募
集
の
お
知
ら
せ
!!

募
集

イ
ベ
ン
ト

申込みはこちら

☝詳しくはこちら

☝詳しくはこちら

☝詳しくはこちら

事務点検評価委員

嘉陽田 朝栄

宮城 正子

徳里 徹

経　歴　等

お問い合わせ　教育総務課　☎936-1234（内線５１００）

　町教育委員会では、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条
に基づき、教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況について、
事務点検評価委員のご意見をいただき、点検及び評価を行い、その結果に関
する報告書を町議会に提出いたしました。
　今回、点検評価を行った教育委員会施策の対象年度は令和５年度で、各
教育分野に関する重点施策について、点検・評価を行い、今後
の課題と対応策について、とりまとめたものとなっております。
　報告書につきましては、ホームページのほか、各公民館に配
布し公表いたしますので、ご覧ください。

北谷町伊礼原遺跡整備計画検討委員、
元役場職員

図書館協議会委員、元教育職員

学校運営協議会委員、前謝苅区公民館
長、 前謝苅区自治会長

町教育委員会事務点検評価報告書を公表いたします。

に
、ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

１ 

も
め
な
い
相
続
へ
の
備
え

●
内
容　相

続
は
人
生
に
お
い
て
誰
も

が
直
面
す
る
で
き
ご
と
で
す
。時

に
は
準
備
不
足
が
原
因
で
、家
族

間
の
ト
ラ
ブ
ル
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も…

。こ
の

講
座
で
は
、相
続
に
関
す
る
正
し
い
知
識
と
円
満

な
相
続
を
実
現
す
る
た
め
の
方
法
を
学
び
ま
す
。 

●
日
時

　２
月
14
日（
金
）10
時
〜
11
時
30
分 

２ 

想
い
を
正
し
く
伝
え
る
遺
言
書 

●
内
容　遺

言
書
は
自
分
の
想
い
を
確

実
に
伝
え
、
遺
産
ト
ラ
ブ
ル
を

未
然
に
防
ぐ
重
要
な
相
続
（
争

続
）
対
策
の
ひ
と
つ
で
す
。
こ
の

講
座
で
は
遺
言
書
の
意
義
な
ど
基
礎
知
識
を
学

び
ま
す
。

●
日
時

　２
月
28
日（
金
）10
時
〜
11
時
30
分 

●
場
所

　北
谷
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
講
師

　琉
球
新
報
社
Ｆ
Ｐ
相
談
員

　外
間 

實
氏

●
定
員

　各
回
15
人（
定
員
に
達
し
次
第
受
付
終
了
）

●
対
象

　北
谷
町
民

●
申
込
方
法

　老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー（
☎
９
３
６-

３
５
２
１
）

に
電
話
ま
た
は
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。  

●
お
問
い
合
わ
せ

　地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　☎
９
３
６-

１
２
３
４（
内
線
２
１
３
５
）

18広報ちゃたん　2025年２月号

　地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
シ
ニ
ア
の
備
え
講
座
」
と

題
し
、
終
活
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め

●救急出場件数（令和6年12月）

●災害発生件数（令和6年12月）

ニライ消防本部
救急出場・災害発生件数

火災

自然災害

水難

交通

労災

運動競技

一般負傷

加害

自損行為

急病

転院

その他

不搬送

月計
令和6年度
累計

町村名
種別 北谷

0
0
0
0
0
1
8
0
0
39
7
0
25
80
724

0
0
1
6
1
2
31
0
1
121
2
0
48
213
2,004

0
0
0
9
2
0
33
1
0
81
8
0
33
167
1,700

嘉手納 読谷

※救急種別の説明（曖昧なもの）
労　　災…工事、事業所、工事現場等で就業中に発

生した事故。
運動競技…運動競技の実施中に発生した事故。
一般負傷…他に分類されない不慮の事故。転倒、転落など。
自損行為…故意に自分自身に障害等を加えた事故。

縊頸、 服毒、 多量服薬など。
転　　院…診療所、クリニックなど病院、医院と呼ば

れるものから依頼のあった救急。
不 搬 送…いたずら、緊急性がない、拒否など病院

搬送に至らなかった出場。

※発生件数の報告
出動件数の報告ではなく、発生件数の報告である。
例：火災出動しても機器発報の誤作動であった場
合、実際の火災ではない（非火災）のため、火災の発
生件数には含まない報告とする。
災害（火災・救助・風水害）はすべて発生件数の報告
とする。報告件数は北谷町内のみの件数である。

火災
救助
風水害

件数種別 月計
1
3
0

No.356

　す
け
ま
る
は
幼
い
頃
、
二
月
を
一
番
恐
れ
て
い
ま

し
た
。理
由
は
節
分
の
イ
ベ
ン
ト
で
登
場
す
る
、
先

生
が
変
装
し
た
鬼
が
と
て
も
怖
か
っ
た
た
め
で
す
。

　し
か
し
、
あ
る
年
、
友
だ
ち
み
ん
な
で
鬼
に
変

装
し
て
先
生
を
驚
か
そ
う
と
い
う
企
画
が
あ
り
、

当
日
、
い
ざ
先
生
の
部
屋
に
行
く
と
、
待
っ
て
い

た
の
は
変
装
し
た
鬼
の
先
生
。驚
か
せ
る
の
が
楽

し
み
で
先
頭
に
い
た
す
け
ま
る
は
、
捕
ま
っ
て
し

ま
い
、
親
が
迎
え
に
来
る
ま
で
泣
き
止
ま
な
か
っ

た
と
か…

。

　節
分
の
豆
よ
り
も
涙
が
主
役
に
な
っ
た
出
来
事

と
な
り
ま
し
た
。

（
す
け
ま
る
）

ご芳志ありがとうございました《北谷町社会福祉協議会》

寄附日（令和6年） お名前 金額 内容

寄附

12月17日

18日

20日

27日

100,000円

50,000円

100,000円

50,000円

寄附として

寄附として

寄附として

寄附として

  　　　　　　　　様

匿名  様

古波蔵 清和  様

屋比久 里美  様

お問い合わせ　企画財政課　財政係　☎936-1234（内線１３３１）

・明治安田生命保険相互会社
沖縄支社 様

　頂いた寄附金については、将来を担
う子どもたちの育成に関する事業に
活用させていただきます。

ご寄附ありがとうございました

申込みはこちら申込みはこちら

お問い合わせ　上勢区公民館　☎936-4457

　12月11日（水）、上勢区公民館にて、
株式会社 住太郎ホーム様による寄付金
贈呈式が行われました。 
　住太郎ホーム様からは今回の寄附で
10万円をいただき、「日頃の活動を応援
してくださる皆様のため、地域発展の一
助となればとの思いで寄付をさせてい
ただいた。」と話しました。 
　この温かい支援に感謝し、上勢区のさ
らなる発展を目指してまいります。 

株式会社 住太郎ホーム様より 10万円の寄附

に
、ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

１ 

も
め
な
い
相
続
へ
の
備
え

●
内
容　相

続
は
人
生
に
お
い
て
誰
も

が
直
面
す
る
で
き
ご
と
で
す
。時

に
は
準
備
不
足
が
原
因
で
、家
族

間
の
ト
ラ
ブ
ル
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も…

。こ
の

講
座
で
は
、相
続
に
関
す
る
正
し
い
知
識
と
円
満

な
相
続
を
実
現
す
る
た
め
の
方
法
を
学
び
ま
す
。 

●
日
時

　２
月
14
日（
金
）10
時
〜
11
時
30
分 

２ 

想
い
を
正
し
く
伝
え
る
遺
言
書 

●
内
容　遺

言
書
は
自
分
の
想
い
を
確

実
に
伝
え
、
遺
産
ト
ラ
ブ
ル
を

未
然
に
防
ぐ
重
要
な
相
続
（
争

続
）
対
策
の
ひ
と
つ
で
す
。
こ
の

講
座
で
は
遺
言
書
の
意
義
な
ど
基
礎
知
識
を
学

び
ま
す
。

●
日
時

　２
月
28
日（
金
）10
時
〜
11
時
30
分 

●
場
所

　北
谷
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
講
師

　琉
球
新
報
社
Ｆ
Ｐ
相
談
員

　外
間 

實
氏

●
定
員

　各
回
15
人（
定
員
に
達
し
次
第
受
付
終
了
）

●
対
象

　北
谷
町
民

●
申
込
方
法

　老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー（
☎
９
３
６-

３
５
２
１
）

に
電
話
ま
た
は
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。  

●
お
問
い
合
わ
せ

　地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　☎
９
３
６-

１
２
３
４（
内
線
２
１
３
５
）

フレンズ動物病院
池原 一仁
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　地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
シ
ニ
ア
の
備
え
講
座
」
と

題
し
、
終
活
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め

●救急出場件数（令和6年12月）

●災害発生件数（令和6年12月）

ニライ消防本部
救急出場・災害発生件数

火災

自然災害

水難

交通

労災

運動競技

一般負傷

加害

自損行為

急病

転院

その他

不搬送

月計
令和6年度
累計

町村名
種別 北谷

0
0
0
0
0
1
8
0
0
39
7
0
25
80
724

0
0
1
6
1
2
31
0
1
121
2
0
48
213
2,004

0
0
0
9
2
0
33
1
0
81
8
0
33
167
1,700

嘉手納 読谷

※救急種別の説明（曖昧なもの）
労　　災…工事、事業所、工事現場等で就業中に発

生した事故。
運動競技…運動競技の実施中に発生した事故。
一般負傷…他に分類されない不慮の事故。転倒、転落など。
自損行為…故意に自分自身に障害等を加えた事故。

縊頸、 服毒、 多量服薬など。
転　　院…診療所、クリニックなど病院、医院と呼ば

れるものから依頼のあった救急。
不 搬 送…いたずら、緊急性がない、拒否など病院

搬送に至らなかった出場。

※発生件数の報告
出動件数の報告ではなく、発生件数の報告である。
例：火災出動しても機器発報の誤作動であった場
合、実際の火災ではない（非火災）のため、火災の発
生件数には含まない報告とする。
災害（火災・救助・風水害）はすべて発生件数の報告
とする。報告件数は北谷町内のみの件数である。

火災
救助
風水害

件数種別 月計
1
3
0

No.356

　す
け
ま
る
は
幼
い
頃
、
二
月
を
一
番
恐
れ
て
い
ま

し
た
。理
由
は
節
分
の
イ
ベ
ン
ト
で
登
場
す
る
、
先

生
が
変
装
し
た
鬼
が
と
て
も
怖
か
っ
た
た
め
で
す
。

　し
か
し
、
あ
る
年
、
友
だ
ち
み
ん
な
で
鬼
に
変

装
し
て
先
生
を
驚
か
そ
う
と
い
う
企
画
が
あ
り
、

当
日
、
い
ざ
先
生
の
部
屋
に
行
く
と
、
待
っ
て
い

た
の
は
変
装
し
た
鬼
の
先
生
。驚
か
せ
る
の
が
楽

し
み
で
先
頭
に
い
た
す
け
ま
る
は
、
捕
ま
っ
て
し

ま
い
、
親
が
迎
え
に
来
る
ま
で
泣
き
止
ま
な
か
っ

た
と
か…

。

　節
分
の
豆
よ
り
も
涙
が
主
役
に
な
っ
た
出
来
事

と
な
り
ま
し
た
。

（
す
け
ま
る
）

ご芳志ありがとうございました《北谷町社会福祉協議会》

寄附日（令和6年） お名前 金額 内容

寄附

12月17日

18日

20日

27日

100,000円

50,000円

100,000円

50,000円

寄附として

寄附として

寄附として

寄附として

  　　　　　　　　様

匿名  様

古波蔵 清和  様

屋比久 里美  様

お問い合わせ　企画財政課　財政係　☎936-1234（内線１３３１）

・明治安田生命保険相互会社
沖縄支社 様

　頂いた寄附金については、将来を担
う子どもたちの育成に関する事業に
活用させていただきます。

ご寄附ありがとうございました

申込みはこちら申込みはこちら

お問い合わせ　上勢区公民館　☎936-4457

　12月11日（水）、上勢区公民館にて、
株式会社 住太郎ホーム様による寄付金
贈呈式が行われました。 
　住太郎ホーム様からは今回の寄附で
10万円をいただき、「日頃の活動を応援
してくださる皆様のため、地域発展の一
助となればとの思いで寄付をさせてい
ただいた。」と話しました。 
　この温かい支援に感謝し、上勢区のさ
らなる発展を目指してまいります。 

株式会社 住太郎ホーム様より 10万円の寄附

に
、ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

１ 

も
め
な
い
相
続
へ
の
備
え

●
内
容　相

続
は
人
生
に
お
い
て
誰
も

が
直
面
す
る
で
き
ご
と
で
す
。時

に
は
準
備
不
足
が
原
因
で
、家
族

間
の
ト
ラ
ブ
ル
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も…

。こ
の

講
座
で
は
、相
続
に
関
す
る
正
し
い
知
識
と
円
満

な
相
続
を
実
現
す
る
た
め
の
方
法
を
学
び
ま
す
。 

●
日
時

　２
月
14
日（
金
）10
時
〜
11
時
30
分 

２ 

想
い
を
正
し
く
伝
え
る
遺
言
書 

●
内
容　遺

言
書
は
自
分
の
想
い
を
確

実
に
伝
え
、
遺
産
ト
ラ
ブ
ル
を

未
然
に
防
ぐ
重
要
な
相
続
（
争

続
）
対
策
の
ひ
と
つ
で
す
。
こ
の

講
座
で
は
遺
言
書
の
意
義
な
ど
基
礎
知
識
を
学

び
ま
す
。

●
日
時

　２
月
28
日（
金
）10
時
〜
11
時
30
分 

●
場
所

　北
谷
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
講
師

　琉
球
新
報
社
Ｆ
Ｐ
相
談
員

　外
間 

實
氏

●
定
員

　各
回
15
人（
定
員
に
達
し
次
第
受
付
終
了
）

●
対
象

　北
谷
町
民

●
申
込
方
法

　老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー（
☎
９
３
６-

３
５
２
１
）

に
電
話
ま
た
は
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。  

●
お
問
い
合
わ
せ

　地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　☎
９
３
６-

１
２
３
４（
内
線
２
１
３
５
）

フレンズ動物病院
池原 一仁
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令和７年度町県民税兼国民健康保険税申告は事前予約制にて実施いたします。
なお、予約がない場合は、申告受付ができませんので、ご理解・ご協力をよろしくお願いします。

■その他注意事項
申告にはマイナンバーが確認できる書類が必要となります。マイナンバーがわかるものを持っていない場合は、
マイナンバー記載の住民票を取得していただく必要があります。
別世帯の方の場合、マイナンバー記載の住民票を即日取得することができません。あらかじめご用意いただく
ようお願いいたします。

申告についてのお問い合わせ　税務課　税務係　☎936-1234（内線1611、1612、1613）

令和７年度町県民税兼国民健康保険税申告についてのお知らせ

申告の予約について
予約方法  Web予約または電話予約
〈Web予約〉
受付期間  12月23日（月）～３月16日（日）
受付時間  24時間可能です
予約フォーム 右記のQRより申込

〈電話予約〉
受付期間  1月14日（火）～３月14日（金）

※土日祝日を除く
受付時間  ９時～17時 ※正午～13時除く
電話予約番号　（コールセンター）☎923-1612
※予約は申告希望日の前日までに済ませてください。
申告当日の予約はできません。

申告受付日時・場所
申告期間  2月17日（月）～３月17日（月）

※土日祝日を除く
申告時間  ８時45分～11時、13時～16時

※休日受付として、3月2日（日）、3月16
日（日）は9時～15時までの日程で申告
を受け付けます。
※３月17日（月）は午前中のみ受付い
たします。ご了承ください。

※申告の予約期間と受付期間は異なりますのでご注
意ください。

申告場所  北谷町役場１階
レセプションホール

予約用Logoフォーム☞

■申告の際にお持ちいただくもの
申告する方全員 ●マイナンバー確認書類 (マイナンバーカードや個人番号記載の住民票 )

●本人確認書類 ( 運転免許証等 )
※代理人が申告される際は、申告者本人の身分証明書の写し及び代理人の身分証明書

電子申告を希望する方 ●マイナンバーカード
●マイナンバーカード作成時に設定した下記の暗証番号がそれぞれ必要です。
1. 署名用電子証明書の暗証番号（英数字 6文字以上16文字以下の暗証番号）
2. 利用者証明用電子証明書の暗証番号（数字 4 桁の暗証番号）
3. 券面事項入力補助用の暗証番号（数字 4 桁の暗証番号）

給与収入があった方 ●源泉徴収票　　●申告書裏面への給与収入金額の記載（要本人署名）
年金収入があった方 ●源泉徴収票
事業（営業・農業）収入があった方 ●収入及び経費が確認できる書類(帳簿及び領収書等)と収支内訳書
不動産収入があった方 1. 軍用地収入の場合

●土地賃借料算定調書及び土地明細書（軍用地明細書）
●固定資産税明細書または公課証明書

2. 上記以外の不動産収入の場合
●収入及び経費が確認できる書類(帳簿及び領収書等)と収支内訳書

料

資

係

関

除

控

医療費控除を受ける方 ●医療費のお知らせ、明細書、領収書（コピー不可）
※申告前までに支払いの対象者及び医療機関ごとに合計金額の計算をお願いします。

生命保険料・地震保険料控除を受ける方 ●保険料控除証明書（コピー不可）
勤労学生控除を受ける方 ●学生証
住宅ローン控除（２年目以降）を受ける方 ●住宅借入金等特別控除証明書　　●年末借入残高証明書
障害者控除を受ける方 ●障害者手帳　　●療育手帳　　●障害者控除対象認定証　等
社会保険料控除を受ける方 ●国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療保険、国民年金等の領収書または納税証明

書等
寄付金控除を受ける方 ●寄付金控除証明書（コピー不可）

※控除証明書がない場合、控除追加の申告受付ができません。
海外にいる家族を扶養する方 ●親族関係証明書　　●前年中における送金関係証明書　※両方必要です。
所得税の還付申告を希望する方 ●口座番号が分かるもの(通帳またはキャッシュカード)　※所得税の還付がある方のみ

事前
予約制

編
集
・
発
行
／
 北
谷
町
役
場
町
長
室
　
沖
縄
県
中
頭
郡
北
谷
町
桑
江
一
丁
目
１
番
１
号
　
☎
098-936-1234　

2025年
２
月
１
日
発
行
　
印
刷
／
丸
正
印
刷
株
式
会
社
  ☎
 098-835-8181

広
報

No.570
FEBRUARY  2025

こ
の
印
刷
物
は
個
人
情
報
保
護
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

（
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
）を
認
証
さ
れ
た
事
業
者
が
印
刷
し
て
い
ま
す
。

P-B10269

こ
の
印
刷
製
品
は

環
境
に
配
慮
し
た

資
材
と
工
場
で
製

造
さ
れ
て
い
ま
す
。


